
資
　
　
料東
ド
イ
ツ
に
わ
け
る
民
主
的
土
地
改
革
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
業
の
杜
会
主
義
化

　
　
　
　
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
の
場
合

○
暮
◎
カ
簑
巨
２
く
◎
Ｂ
０
暮
胃
冨
づ
昌
昌
○
〇
一
§
ａ
げ
箏
Ｈ
ｏ
ｑ
胃
一

お
閉
ｃ
ｏ
．

ｏ

大
　
藪

輝
　
雄

、

　
１

　
２

二
、　

１
　
２

　
３

三
、

目
　
次
（
目
次
は
原
書
の
と
お
り
で
は
た
い
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
、
民
主
的
土
地
改
革
に
よ
る
農
業
構
造
の
変
化
（
以
上
前
号
）

地
域
の
特
徴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
、
農
業
に
お
け
る
杜
会
主
義
的
セ
ク
タ
ー
の
発
展
（
以
下
本
号
）

、
ノ
ィ
ブ
ラ
ン
デ
ソ
ブ
ル
ク
県
の
特
徴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
　
農
業
に
お
げ
る
杜
会
主
義
的
セ
ク
タ
ー
の
発
展

、
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
の
特
徴

民
主
的
土
地
改
革
以
前
の
農
業
構
造
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
主
的
土
地
改
革
の
結
果
、
ユ
ソ
カ
ー
の
大
土
地
所
有
が
廃
止
さ
れ
、

・
ユ
ソ
カ
ー
的
大
土
地
所
有
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
農
が
圧
倒
的
部
分
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
中
農

・
農
業
労
働
者
の
状
態
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
国
家
の
援
助
を
受
け
な
が
ら
、
農
耕
、
畜
産
と
も
そ
の
生
産
を
拡

・
農
民
諸
階
層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
農
経
営
に
は
、
こ
う
し
た
有
利

民
主
的
土
地
改
革
と
農
業
の
杜
会
主
義
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
条
件
の
下
に
・
お
い
て
さ
え
も
、
経
済
的
い
技
術
的
に
規
定
さ
れ
る
客

　
東
ド
イ
ツ
に
お
げ
る
民
主
的
土
地
改
革
と
農
業
の
杜
会
主
義
化
ｏ
（
大
藪
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
　
（
二
二
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
二
号
）

観
的
隈
界
が
あ
る
。
一
ヒ
）
し
て
、
比
較
的
小
さ
な
、
分
散
し
た
個
別
維

営
の
協
同
組
合
的
大
経
営
へ
の
移
行
は
経
済
的
に
必
然
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
大
き
た
杜
会
的
変
革
過
程
に
お
い
て
、
近
代
的
技
術
は
卓

越
し
た
役
割
を
演
ず
る
。
一
九
四
九
年
に
機
械
貸
与
ス
テ
ー
シ
ヨ
ン
Ｍ

Ａ
Ｓ
が
形
成
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
く
烏
甲
く
易
ｏ
臣
暮
亭
◎
｛
を
引
継
い

だ
も
の
で
あ
っ
た
。
Ｍ
Ａ
Ｓ
は
、
そ
の
従
業
員
に
よ
っ
て
操
縦
さ
れ
る

国
有
の
ト
ラ
ク
タ
ー
、
機
械
、
用
具
を
、
勤
労
個
人
農
に
貸
与
し
た
。

そ
れ
は
一
九
四
九
年
か
ら
一
九
五
二
年
ま
で
、
農
業
生
産
の
発
展
お
よ

び
労
働
者
階
級
と
勤
労
農
民
層
と
の
同
盟
の
強
化
に
非
常
に
貢
献
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
、
そ
の
性
格
上
、
農
業
の
杜
会
主
義
的
変
革
と
い
う

重
大
な
政
治
的
・
経
済
的
課
題
が
成
熟
し
た
時
に
は
、
も
は
や
十
分
で

な
か
っ
た
。
い
ま
や
、
農
業
の
よ
り
以
上
の
発
展
に
。
対
し
て
も
、
そ
の

杜
会
主
義
的
変
革
に
対
し
て
も
、
責
任
を
負
う
こ
と
の
で
き
る
国
有
経

営
が
必
要
に
た
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
五
二
年
に
Ｍ
Ａ
Ｓ
は
Ｍ
Ｔ
Ｓ
に

変
え
ら
れ
た
。機

械
ト
ラ
ク
タ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
　
Ｍ
Ｔ
Ｓ

　
Ｍ
Ｔ
Ｓ
は
、
労
働
者
・
農
民
国
家
の
農
村
に
お
け
る
経
済
的
・
政
治

的
・
文
化
的
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

６５９１ＥＨＣＩＥＲＥＢＥＤＡＧＩＲ８
ｕ・ＳＴＭ

一
〇
二
（
二
二
六
）
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一
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篶
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Ｒ
　
Ｒ
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０
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舳
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．
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Ｇ
．
繍
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蝸

　
　
旺

　
　
州

　
１
Ｓ
８
Ｒ

　
旺
印

　
Ｋ
Ｎ

　
　
Ｇ

　
　
｝
●

　
　
Ｏ

　
　
Ｍ

　
　
血

　
影
Ｇ

　
一
　
Ｅ

雫 Ｇ

●
柵

貝

　
Ｍ
　
膿
●

〉
寸
、

、
．

、

ｏ

、
●

○
字
．
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）年
５
６”（額価段手産生のＳＴＭのつ５表

１
３策

５
８
７
＾
ｏ
８

４

の
産

Ｏ
ｏ
リ
４
８
０

４

４

３

９

Ｏ

７

５

幾
ｍ

，

，

，

，

，

１

６

７

８

７

Ｏ

０

ユ

４

２

５

９

４

ユ

ユ

ユ

ユ

＾
〇
一

そ
固

■

１

１
■

物

４
（
）
Ｏ
〇
一
ｑ
ｕ

２
■

Ｏ

３

３

２

２

２

４
８
１
１
上
Ｏ

５
■

，

，

，

，

，

，

Ｍ

３

９

２

５

３

３
■

Ｑ
〕
７
‘
２
３
只
）

８

Ｄ

６

２

５

２

３

Ｏ，

建

２

１

送
具

２
り
山
５
「
ｏ
（
ｏ

Ｏ

５

７

７

３

２

６

噌
Ｍ

７
‘
８
ユ
［
ｏ
Ｅ
Ｕ

８

，

，

，

，

，

’

６

７

６

１

７

９

２
ｏ
ｏ
つ
ｏ
８
（
）

３

械
段
Ｄ

４

４

４

３

Ｏ

７

，

，

，

，

，

，

機
手

１
↓
１
■
１
１
１
１
１
■

６

１
「

１

１
■
■
１
■

－

６
Ｆ
ｏ
３
７
‘
１
↓

９
］

２
４
６
［
ｏ
Ｏ

９

タ

８
ｏ
乙
ｏ
ｏ
ｏ
）
Ｏ

８

，

，

，

，

，

，

ク
Ｍ

６

７

２

ユ

２

Ｏ

０
６
５
８
一
ｂ

６

ラ
Ｄ

３

ユ

３

３

６

８

，

，

，

，

，

ト

１
１
１
■
ー
工
１
■

５

；

，
計

ＳＴ４Ｎ

淋
一

合

　
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
に
は

現
在
、
　
Ｏ
Ｏ
Ｒ
轟
巨
長
一
－
亭
ぎ
－

ｂ
◎
奉
一
〇
Ｈ
ユ
Ｏ
｝
０
◎
｝
◎
い
０
０
：
～
０
Ｐ

オ
ー
ｏ
ｏ
｛
ｏ
斤
◎
考
の
五
つ
の
Ｍ
Ｔ
Ｓ

が
あ
り
、
そ
の
担
当
区
域
は
前

頁
の
図
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ

こ
に
は
第
二
二
表
の
よ
う
た
投

資
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
若
干

の
説
明
を
加
え
る
と
、

　
倒
　
一
九
五
六
年
二
一
月
三

一
日
現
在
で
、
五
つ
の
Ｍ
Ｔ
Ｓ

に
一
、
二
六
〇
万
Ｄ
Ｍ
の
価
額

の
ト
ラ
ク
タ
ー
、
機
械
、
輸
送

手
段
、
用
具
が
労
働
者
１
１
農
民

国
家
に
よ
っ
て
農
民
に
あ
た
え

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
建
物

と
そ
の
他
の
固
定
資
産
二
七
二

万
Ｄ
Ｍ
を
加
え
る
と
総
額
で

一
、
三
五
二
万
Ｄ
Ｍ
に
た
る
。

そ
の
大
部
分
は
、
主
と
し
て
一
九
五
〇
年
か
ら
一
九
五
五
年
に
。
か
け
て

つ
く
ら
れ
た
新
し
い
設
備
で
あ
る
。
Ｄ
Ｄ
Ｒ
に
は
一
九
五
六
年
に
六
〇

〇
の
Ｍ
Ｔ
Ｓ
が
あ
る
の
で
、
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
の
数
字
を
基
礎
に

計
算
す
る
と
、
一
五
〇
億
た
い
し
二
〇
〇
億
Ｄ
Ｍ
が
生
産
手
段
と
し
て

あ
た
え
ら
れ
た
こ
と
に
た
る
。

　
向
　
こ
の
化
産
手
段
は
次
の
も
の
か
ら
成
っ
て
い
る
。

）台
８
８７とるす算換に円

！
５
（－タク

一
フ
ト３２３

台
１
６

コ汕
そクツ

一
フ
ト型ト

／
クツ

一
フ
ト３５

－

一
フ

一レトの

）付枠梨は
２
６１ちう（梨きま種

５
５２

利
牛ｕ×草

２
６

機種播
６
６

機付植薯鈴馬０３

－ダンイバ式結連
３
５１

ンイ

、
＼

ノ
ンコ９２

機穀脱
９
２

機縮圧草干
３
０

機し起掘薯鈴馬６５

ンイ

、
＼

ノ
ンコ薯鈴馬６

ンイ

、
、

ノ
ンコ菜甜２

ンイ
ぐノ

ンコ麻亜１

ンイ

、
＼

ノ
ンコシコロモウトユ

東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
民
主
的
土
地
改
革
と
農
業
の
杜
く
ム
主
義
化
Ｏ
（
大
藪
）

　
こ
れ
に
加
え
て
、
な
お
数
多
く
の
小
規
模
な
機
械
や
用
具
が
あ
る
。

特
に
重
要
な
の
は
種
々
の
収
穫
コ
ン
バ
ィ
ソ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
す
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
　
（
二
二
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
二
号
）

て
の
耕
作
労
働
で
目
指
し
て
い
る
農
業
の
完
全
機
械
化
の
端
緒
を
あ
ら

わ
し
て
い
る
。

　
〇
　
一
九
五
二
年
に
比
較
し
て
一
九
五
六
年
に
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
で

五
四
．
九
％
、
機
械
と
用
具
で
二
二
一
・
七
％
、
建
物
で
七
七
・
四
劣
、

そ
の
他
の
固
定
資
産
で
二
五
〇
・
一
％
の
増
加
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
生
産
手
段
の
増
加
は
、
Ｍ
Ｔ
Ｓ
の
年
生
産
給
付
の
増
加
を

も
た
ら
し
た
。
そ
れ
は
全
面
積
で
一
九
五
二
年
の
五
六
、
六
七
五
ヘ
ク

６
５
ｏ
ｏ

１

５

０

％

６
２
７
３
０

Ｏ

り
＾
４
ｎ
６

Ｏ１

１

１

１
・
一
７
‘
ｎ
６
ｏ
Ｏ
ｏ
０

１

（
０
Ｆ
０
７
’
Ｏ
ム

１

ａ

３

ユ
Ｏ
（
ｏ
３
４

６

ｈ

，

，

，

，

（
）
２
（
）
つ
＾

ｎ
６
ｏ
ｏ
ｎ
ｚ

７

・

１

Ｉ
Ｉ
１
皿
ｖ

率料
〃

〃

〃

〃

ｕ月

二
一

二
計

類

Ｇ

種

ぷ
驚

営経

一
劣
合

タ
ー
ル
か
ら
一
九
五
六
年
の
二
一
七
、

〇
九
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
ヘ
と
一
二
四
・
二

％
の
増
加
で
あ
り
、
う
ち
耕
圃
作
業
は

三
六
、
五
九
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
七
五
、

六
三
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
ヘ
と
一
〇
六
・
六

％
の
増
加
で
あ
る
。
耕
圃
作
業
を
経
営

の
種
類
別
に
分
け
る
と
上
表
の
と
お
り

で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
数
字
は
、
農
業
に
お
け
る

近
代
技
術
の
進
出
、
進
歩
し
た
労
働
方
．

法
の
適
用
、
労
働
力
の
節
約
、
農
民
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
　
（
二
二
八
）

た
め
の
労
働
の
軽
減
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
と
く
に
、
そ
こ
に
は
Ｌ
Ｐ

Ｇ
の
促
進
も
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
以
前
に
す
で
に
指
摘
し
た
ヘ
ク
タ

ー
ル
当
り
収
量
増
加
と
畜
産
経
済
に
お
け
る
成
果
は
、
Ｍ
Ｔ
Ｓ
の
そ
れ

相
応
の
貢
献
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
Ｍ
Ｔ
Ｓ
指
導
部
は
、
ま
ず
第
一
に
、
近
代
的
技
術
の
助
け
で
機
械
体

系
を
配
置
し
て
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
市
場
生
産
を
さ
ら
に
。
増
大
す
る
義
務
が
あ

る
。
完
全
収
穫
機
は
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
土
地
に
の
み
配
置
さ
れ
る
。
と
い
う
の

は
、
そ
れ
は
、
個
人
農
の
小
規
模
な
分
散
し
た
土
地
で
は
有
効
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
カ
ら
で
あ

　
　
分
分
分
問
　
分
分
分
分
分
分
間

　
　
Ｏ
０
８
０
蜘
時
置
蜘
４
０
獅
２
４
脳
蜘
時
　
　
る
。
こ
れ
に
っ

　
　
ノ
　
　
　
６
６
配
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
６

刺
３
。
ユ
　
　
鯛
　
、
仏
い
て
は
、
ノ
イ

ｏ
〇
　
　
　
一
区
　
　
　
動
　
　
　
一

〃
　
培
移
　
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ

○
　
　
　
　
　
　
栽
　
　
　
　
　
）

０
０
　
　
　
　
　
２
０
　
　
　
　
ｍ
　
　
　
　
　
　
ル
ク
県
に
お
け

Ｇ
　
　
　
の
　
間
　
供
　
幻

概
　
　
刺
塒
間
　
醐
　
る
実
際
の
経
験

配
　
　
間
　
ｏ
ｏ
間
転
間
区
　
　
の

帥
開
鵬
一
概
嚇
計
榔
ボ
ポ

培
　
回
音
　
各
の
の
培
ン
　
　
２
０

鵬
牒
焦
硝
一
∴
麓
穴
穴
内
デ

２
０
直
１
６
２
０
各
各
各
１
ｈ
コ
各
考
９
昌
彗
（
運
行

Ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
２
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
度
毎
分
五
〇



米
、
作
業
幅
丁
二
五
米
）
の
配
置
の
前
頁
の
表
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
　
　
　
運
転
手
に
物
質
的
関
心
を
持
た
せ
る
こ
と
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
馬
鈴
薯
完
全
収
穫
機
の
配
置
の
場
合
、
ま
と
ま
っ
　
　
　
ゆ
各
作
業
隊
お
よ
び
作
業
隊
内
で
は
各
基
幹
ト
ラ
ク
タ
ー
運
転
手

た
二
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
裁
培
区
に
１
お
い
て
は
、
各
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
ず
っ
　
　
毎
に
生
産
と
生
産
費
計
画
を
公
示
す
る
こ
と
。

の
二
〇
栽
培
区
に
お
け
る
よ
り
も
、
二
〇
時
問
少
た
く
て
い
い
と
い
う
　
　
　
ト
ラ
ク
タ
ー
運
転
手
毎
の
個
人
計
算
を
行
な
う
こ
と
。

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
コ
ソ
バ
ィ
ソ
や
甜
菜
コ
ソ
バ
イ
ソ
等
の
配
置
　
　
　
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
で
も
、
シ
ェ
ー
ネ
ベ
ッ
ク
方
式
の
こ
れ
ら
の

の
場
合
に
も
同
様
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諸
原
則
が
実
施
さ
れ
始
め
た
。
し
か
Ｌ
、
ト
ラ
ク
タ
ー
運
転
手
、
農
業
技

　
Ｍ
Ｔ
Ｓ
と
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
問
の
共
同
労
働
は
、
シ
ェ
ー
ネ
ベ
ツ
ク
方
式
に
ー
　
師
、
Ｍ
Ｔ
Ｓ
の
そ
の
他
の
労
働
者
と
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
成
員
が
シ
ェ
ー
ネ
ベ
ツ

則
っ
て
い
る
。
こ
の
杜
会
主
義
的
労
働
方
式
は
、
Ｍ
Ｔ
Ｓ
の
労
働
に
お
　
　
ク
方
式
の
杜
会
主
義
的
根
本
原
則
を
徹
底
的
に
理
解
し
、
そ
れ
を
か
れ

け
る
新
し
い
特
質
を
表
わ
す
が
、
そ
れ
は
、
以
下
の
主
要
原
則
に
あ
ら
　
　
ら
自
身
の
も
の
に
し
て
い
た
け
れ
ば
、
シ
ェ
ー
ネ
ベ
ヅ
ク
方
式
は
空
語

わ
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
す
ぎ
な
い
。
シ
ヱ
ー
ネ
ベ
ッ
ク
方
式
の
成
果
は
、
結
局
ト
ラ
ク
タ
ー

　
回
　
Ｌ
Ｐ
Ｇ
で
は
、
き
ま
っ
た
ト
ラ
ク
タ
ー
作
業
隊
、
ま
た
は
少
な
　
　
作
業
隊
の
す
べ
て
の
隊
員
と
耕
圃
作
業
隊
の
す
べ
て
の
成
員
が
、
系
統

く
と
も
き
ま
っ
た
ト
ラ
ク
タ
ー
運
転
手
が
作
業
す
る
こ
と
。
そ
の
場
合
、
　
的
な
政
治
的
、
専
門
的
能
力
を
持
っ
て
い
る
か
否
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

各
作
業
隊
員
の
個
人
的
責
任
の
強
化
と
密
接
に
結
び
っ
い
た
ト
ラ
ク
タ
　
　
　
ユ
ン
カ
ー
時
代
に
は
農
業
機
械
化
の
程
度
が
低
か
っ
た
こ
と
を
考
え

ー
作
業
隊
の
集
団
の
強
化
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
と
、
農
業
熟
練
労
働
者
の
数
は
以
前
に
は
当
然
少
な
か
っ
た
。
今
目
、

　
向
　
新
し
い
方
法
の
適
用
、
適
期
の
概
種
、
注
意
深
い
撫
育
労
働
一
　
　
Ｍ
Ｔ
Ｓ
の
従
業
員
が
広
汎
た
近
代
技
術
を
使
用
し
う
る
と
す
れ
ば
、
そ

模
範
的
た
収
穫
活
動
に
よ
っ
て
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
収
最
を
増
大
す
る
た
　
　
れ
は
疑
い
も
た
く
大
き
な
成
果
で
あ
る
。
ｔ
か
し
、
系
統
的
な
能
力
向

め
の
、
ト
ラ
ク
タ
ー
運
転
手
の
具
体
的
目
標
設
定
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
の
た
め
に
．
、
ま
だ
多
く
の
こ
と
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
た
ら
た
い
こ
と

　
０
収
穫
計
画
の
達
成
ま
た
は
超
過
達
成
の
場
合
、
報
償
金
に
一
定
　
　
は
、
Ｍ
Ｔ
Ｓ
従
業
員
三
七
七
人
の
能
力
を
示
し
た
第
一
四
表
が
こ
れ
を

割
合
で
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
産
増
大
に
対
し
て
ト
ラ
ク
タ
ー
　
　
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
民
主
的
土
地
改
革
と
農
業
の
杜
会
主
義
化
ｏ
（
大
藪
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
　
（
二
二
九
）



格資の者働労凋常の隊業作一
タクラトの

３
７表

１
４第

立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
二
号
）

計
９
　
７
　
７
　
３
　
１
　
ｏ
ｏ
　
３
　
３
　
６

７
７

２

３

合

試
格校

学
合
ヨ

７
４
２
一
一
３
１

目
■
専
験

者
格

灘
１
　
４
　
５
　
３
　
３

６

９
】
　
　
　
１
１

４

熟
試練熟

１
　
８
　
０
　
０
　
７
　
り
４
　
１
　
Ｑ
ｏ
　
ｏ
ｏ

６
０

２

３

半練熟

一
－
一
一
ｕ
２
１

未

ｕ
男

師
長
工
係
手

計

種職

作
作
作
作
ト

合

　
こ
の
表
で
み
る
と
、
か
な
り
の

数
の
Ｍ
Ｔ
Ｓ
従
業
員
が
教
育
を
終

え
て
お
り
、
三
〇
〇
人
以
上
が
近

代
的
農
業
技
術
を
ま
が
り
た
り
に

も
修
得
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
な
お
、
九
人
の
農
業
技
師

の
う
ち
二
人
が
専
門
学
校
教
育
を

終
え
て
い
た
い
点
、
作
業
隊
長
で

は
八
人
し
か
十
分
な
教
育
を
受
け

て
い
た
い
点
、
機
械
工
の
一
〇
人

と
ト
ラ
ク
タ
ー
運
転
手
の
大
都
分

が
熟
練
労
働
者
試
験
を
受
け
て
い

た
い
点
を
改
善
し
な
げ
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
、
季
節
労
働
力
三

二
一
人
の
う
ち
一
二
六
人
（
約
四

〇
％
）
は
、
　
か
れ
ら
の
活
動
に
十

分
な
教
育
を
受
げ
て
い
な
い
。

　
そ
れ
に
、
加
え
て
、
Ｍ
Ｔ
Ｓ
労
働

者
の
移
動
の
激
し
さ
が
あ
る
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
（
二
三
〇
）

九
五
五
年
七
月
三
一
目
に
１
、
三
七
の
ト
ラ
ク
タ
ー
作
業
隊
の
恒
常
的
就

業
者
三
七
七
人
の
う
ち
九
五
人
は
一
年
未
満
で
あ
り
、
こ
れ
に
二
～
二

年
の
八
一
人
を
加
え
る
と
四
六
・
六
％
は
就
業
年
限
二
年
未
満
の
も
の

で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
二
～
三
年
は
六
七
人
、
三
～
四
年
は

六
二
人
、
四
年
以
上
は
七
二
人
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
季
節
雇
労
働

者
の
場
合
に
も
六
六
％
は
一
年
未
満
就
業
、
二
六
劣
が
二
年
未
満
、
三

年
以
上
の
も
の
は
健
か
八
％
で
あ
る
。
Ｍ
Ｔ
Ｓ
の
ト
ラ
ク
タ
ー
作
業
隊

と
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
耕
固
作
業
隊
と
の
共
同
労
働
一
つ
を
と
っ
て
み
て
も
、
就

業
年
限
の
長
さ
が
生
産
性
の
増
大
に
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
シ
ェ
ー
ネ
ベ
ッ
ク
方
式
が
成
果
を
あ
げ

る
た
め
の
本
質
的
前
提
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
の
Ｍ
Ｔ
Ｓ
が
、
農
村
に
お
け
る
労

働
者
１
１
農
民
権
力
の
政
治
的
・
経
済
的
・
技
術
的
・
文
化
的
中
心
と
し

て
の
指
奪
的
役
割
を
、
よ
り
よ
く
果
す
た
め
に
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
主

要
課
題
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

　
回
　
Ｍ
Ｔ
Ｓ
の
全
労
働
者
の
中
で
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
活
動
を
組
織
的
に
。

改
善
す
る
こ
と
が
第
一
に
重
要
で
あ
る
。
Ｍ
Ｔ
Ｓ
所
長
か
ら
末
端
の
ト

ラ
ク
タ
ー
運
転
手
に
い
た
る
ま
で
、
資
本
主
義
か
ら
杜
会
主
義
へ
の
移

行
期
に
お
げ
る
わ
が
政
府
の
農
業
政
策
、
と
く
に
農
業
の
杜
会
主
義
的



変
革
の
目
的
と
方
法
を
十
分
に
知
っ
て
い
な
け
れ
ぱ
た
ら
な
い
。
農
業
　
　
ソ
は
、
採
算
が
と
れ
た
い
の
で
、
小
規
模
で
分
散
し
た
個
人
農
の
上
地

の
将
来
に
っ
い
て
明
確
な
表
象
を
持
っ
こ
と
は
、
Ｍ
Ｔ
Ｓ
の
す
べ
て
の
　
　
に
は
配
置
さ
れ
え
た
い
。
Ｖ
ｄ
ｇ
Ｂ
や
地
区
の
国
家
機
関
と
協
同
し
て
、

就
業
者
に
。
と
っ
て
、
そ
の
毎
日
の
活
動
を
改
善
す
る
た
め
の
主
要
な
刺
　
　
Ｍ
Ｔ
Ｓ
は
、
個
人
農
が
、
個
人
農
経
営
に
対
す
る
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
有
利
性
を

激
と
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
確
信
し
、
と
く
に
中
農
を
Ｌ
Ｐ
Ｇ
へ
加
入
さ
せ
る
た
め
に
大
き
た
啓
蒙

　
向
　
シ
ェ
ー
ネ
ベ
ツ
ク
方
式
は
、
Ｍ
Ｔ
Ｓ
と
Ｌ
Ｐ
Ｇ
と
の
問
の
杜
会
　
　
活
動
を
し
な
げ
れ
ぼ
た
ら
な
い
。

主
義
的
関
係
の
最
も
よ
い
例
で
あ
る
。
こ
れ
を
全
面
的
に
、
生
き
生
き
　
　
　
ゆ
　
Ｍ
Ｔ
Ｓ
の
幹
部
の
現
員
を
絶
え
ず
改
善
す
る
二
と
が
必
要
で
あ

と
貫
く
こ
と
が
、
Ｍ
Ｔ
Ｓ
の
指
導
部
と
就
業
者
に
よ
っ
て
絶
え
ず
目
指
　
　
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
大
学
・
専
門
学
校
卒
業
生
が
も
っ
と
得
ら
れ
ね

さ
れ
ね
ぱ
な
ら
た
い
。
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
の
Ｍ
Ｔ
Ｓ
は
、
現
存
の
　
　
ぼ
な
ら
な
い
。
Ｍ
Ｔ
Ｓ
自
体
で
ト
ラ
ク
タ
ー
運
転
手
見
習
を
教
育
し
、

Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
理
想
的
支
援
と
並
ん
で
、
全
農
用
地
面
積
中
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
占
め
　
　
Ｍ
Ｔ
Ｓ
で
働
く
も
の
の
能
力
を
高
め
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
労
働
力

る
割
合
が
少
た
い
の
で
、
自
由
意
志
に
も
と
づ
く
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
新
設
に
今
　
　
移
動
は
最
小
限
に
と
ど
め
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
Ｍ
Ｔ
Ｓ
所

ま
で
以
上
に
１
専
念
し
た
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
大
畜
舎
の
不
足
　
　
在
地
と
作
業
隊
基
地
に
お
け
る
住
宅
間
題
の
解
決
が
、
さ
ら
に
ま
た
Ｍ

を
考
慮
し
て
、
第
－
型
の
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
形
成
に
重
点
が
置
か
る
べ
き
で
あ
　
　
Ｔ
Ｓ
従
業
員
の
賃
金
問
題
の
解
決
が
重
要
た
役
割
を
果
す
。

る
。
一
〇
Ｌ
Ｂ
に
お
け
る
Ｍ
Ｔ
Ｓ
の
活
動
も
、
常
に
そ
れ
の
Ｌ
Ｐ
Ｇ
へ
の
　
　
　
伺
　
Ｍ
Ｔ
Ｓ
に
集
中
さ
れ
た
近
代
的
技
術
は
、
も
っ
と
よ
く
利
用
さ

転
換
に
ー
向
け
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ね
ぼ
た
ら
な
い
。
そ
れ
に
１
は
、
ま
ず
第
一
に
、
交
代
労
働
を
出
来
る

　
↓
　
Ｌ
Ｐ
Ｇ
に
お
け
る
生
産
の
機
械
化
の
確
保
と
並
ん
で
、
Ｍ
Ｔ
Ｓ
　
　
だ
け
多
く
使
用
す
る
こ
と
、
お
よ
び
手
入
れ
・
修
理
規
則
を
厳
守
す
る

は
さ
ら
に
ー
ま
た
、
勤
労
個
人
農
を
困
難
な
耕
圃
労
働
に
お
い
て
、
支
援
　
　
こ
と
が
役
立
っ
。
農
業
の
そ
れ
以
上
の
機
械
化
の
場
合
に
は
、
慎
重
に

し
な
け
れ
ぱ
た
ら
た
い
。
そ
れ
は
年
間
労
働
契
約
に
棊
つ
い
て
行
な
わ
　
　
考
慮
し
て
、
完
全
収
穫
機
の
配
置
が
な
さ
れ
ね
ば
た
ら
な
い
。

れ
る
。
そ
れ
に
ょ
っ
て
Ｍ
Ｔ
Ｓ
は
、
そ
の
技
術
援
助
で
、
個
人
農
の
市
　
　
　
○
○
　
Ｍ
Ｔ
Ｓ
の
緑
済
間
題
に
は
、
さ
ら
に
、
あ
ら
ゆ
る
耕
圃
労
働
に

場
生
産
の
増
大
に
毛
貢
献
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
近
代
的
コ
ソ
バ
ィ
　
　
た
い
す
る
交
代
制
の
徹
底
し
た
適
用
、
技
術
的
に
・
基
礎
づ
け
ら
れ
た
原

　
　
　
　
東
ド
ィ
ツ
に
お
け
る
民
主
的
土
地
改
革
と
農
業
の
社
会
主
義
化
ｏ
（
大
藪
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
　
（
二
ご
二
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
二
号
）

料
消
費
規
準
、
Ｍ
Ｔ
Ｓ
で
の
経
済
計
算
の
漸
次
的
導
入
と
い
っ
た
課
題

が
あ
る
。

　
働
　
有
用
効
果
を
高
め
る
た
め
に
は
、
Ｍ
Ｔ
Ｓ
区
域
は
よ
り
合
理
的

な
境
界
に
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
と
く
に
峯
↓
ｏ
ｏ

オ
豪
－
Ｏ
ぎ
ミ
に
あ
て
は
ま
る
。
そ
れ
は
郡
の
端
の
方
に
あ
っ
て
、
他

の
四
つ
の
Ｍ
Ｔ
Ｓ
よ
り
は
る
か
に
小
さ
い
区
域
で
あ
る
。
こ
の
区
域
は

無
理
な
く
峯
↓
ｃ
っ
ｏ
っ
吋
鍔
巨
畠
と
－
夢
げ
ｇ
◎
奉
に
分
け
ら
れ
る
。

オ
豪
ざ
ぎ
考
白
体
に
は
作
業
隊
基
地
が
残
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

農
業
生
産
協
同
組
合
　
Ｌ
Ｐ
Ｇ

　
杜
会
主
義
の
建
設
過
程
で
、
小
規
模
で
分
散
し
た
個
人
農
経
営
が
、

大
規
模
で
集
団
的
た
農
業
経
営
に
何
故
移
行
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
か

は
、
以
下
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
る
。

　
回
一
農
業
の
杜
会
主
義
的
変
革
に
よ
っ
て
、
Ｄ
Ｄ
Ｒ
に
お
け
る
杜
会

主
義
の
完
全
な
勝
利
に
必
要
な
前
提
が
つ
く
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ

れ
は
、
わ
が
労
働
者
１
１
農
民
権
力
の
よ
り
以
上
の
強
化
と
い
う
、
最
も

重
要
た
政
治
問
題
の
一
つ
で
あ
る
。

　
単
純
商
品
生
産
が
完
全
に
。
、
す
な
わ
ち
農
業
に
お
い
て
も
除
去
さ
れ

る
場
合
に
、
初
め
て
、
Ｄ
Ｄ
Ｒ
に
お
い
て
資
本
主
義
の
最
後
の
根
が
破
砕

一
〇
八
　
（
二
三
二
）

さ
れ
る
。

　
岬
　
同
時
に
、
そ
れ
は
重
要
な
経
済
問
題
の
解
決
で
あ
る
。
と
く
に
、

農
業
に
お
い
て
近
代
技
術
の
最
適
利
用
と
科
学
的
知
識
の
受
容
の
前
提

を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
完
全
機
械
体
系
、
近
代
的
農
業
機
械

　
　
コ
ン
バ
イ
ソ
、
馬
鈴
薯
コ
ソ
バ
イ
ン
、
肥
料
と
農
薬
散
布
の
た
め

の
航
空
機
、
　
　
そ
し
て
原
子
エ
ネ
ル
キ
ー
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
小

規
模
な
個
人
農
経
営
で
は
極
め
て
僅
か
し
か
適
用
で
き
な
い
か
、
ま
た

は
全
く
適
用
で
き
な
い
。
小
経
営
は
、
長
期
的
に
見
れ
ぼ
、
農
業
に
お

げ
る
労
働
生
産
性
の
そ
れ
以
上
の
増
大
を
妨
げ
、
し
た
が
っ
て
動
植
物

生
産
物
の
最
大
可
能
量
の
生
産
を
妨
げ
る
。

　
○
　
農
業
の
杜
会
主
義
的
変
革
が
急
速
に
進
め
ぱ
す
す
む
程
、
都
市

に
対
す
る
農
村
の
文
化
的
立
ち
遅
れ
も
ま
す
ま
す
急
速
に
克
服
さ
れ
る
。

近
代
的
技
術
や
科
学
と
共
に
、
農
村
に
文
化
が
進
出
す
る
。
Ｌ
Ｐ
Ｇ
は

自
か
ら
文
化
施
設
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
組
合
員
が

文
化
的
行
事
に
参
加
す
る
よ
う
に
組
織
す
る
。
協
同
組
合
農
民
は
、
Ｌ

Ｐ
Ｇ
に
お
け
る
近
代
技
術
の
高
度
の
利
用
と
す
ぐ
れ
た
労
働
組
織
の
た

め
に
、
個
人
農
よ
り
も
多
く
の
自
由
時
問
を
持
ち
、
し
た
が
っ
て
自
分

の
教
養
と
能
力
向
上
の
た
め
に
．
、
よ
り
多
く
を
為
す
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
。



　
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
に
お
い
て
は
、
一
九
五
二
年
八
月
一
五
目
、

グ
ラ
ウ
ェ
ソ
ハ
ー
ゲ
ン
で
、
最
初
の
Ｌ
Ｐ
Ｇ
が
創
設
さ
れ
た
。
そ
れ
は

一
二
人
の
組
合
員
か
ら
た
り
、
六
人
は
新
設
農
民
で
四
人
は
そ
の
妻
、

一
人
は
工
業
労
働
者
で
一
人
は
鍛
治
屋
で
あ
っ
た
。
注
目
す
べ
き
こ
と

は
、
こ
れ
ら
一
二
人
の
う
ち
職
業
が
農
民
で
あ
る
も
の
が
一
人
も
い
た

か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
六
人
の
新
設
農
民
の
う
ち
、
以
前
に
は
四
人
が

工
業
労
働
者
で
あ
り
、
二
人
が
農
業
労
働
者
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
構

成
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
特
徴

で
も
あ
る
。
長
年
の
維
験
や
修
練
を
経
た
農
民
は
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
最
初
の

組
合
員
の
中
に
は
ま
れ
に
し
か
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ

れ
ら
生
れ
た
ぱ
か
り
の
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
組
合
員
は
、
農
業
大
経
営
の
管
理
の

知
識
を
習
得
す
る
だ
け
で
な
く
、
総
じ
て
農
業
の
経
験
を
貯
え
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
同
じ
こ
と
は
、
ノ
イ
ブ
ラ
ン
デ
ソ
ブ
ル
ク
県
の
他
の
郡

の
多
数
の
Ｌ
Ｐ
Ｇ
に
も
あ
て
は
ま
る
。
旧
農
民
の
多
数
は
最
初
は
傍
観

者
的
態
度
を
と
っ
て
い
た
。
初
期
の
協
同
組
合
農
民
は
、
た
い
て
い
進

歩
的
な
新
設
農
民
や
労
働
老
で
あ
っ
た
。
Ｌ
か
し
、
か
れ
ら
の
多
く
に
、

は
、
深
い
農
業
知
識
と
長
年
の
経
験
が
欠
け
て
い
た
。

　
グ
ラ
ウ
ユ
ソ
ハ
ー
ゲ
ソ
に
お
け
る
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
設
立
以
前
に
、
ド
イ
ツ

杜
会
主
義
統
一
党
の
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
指
導
都
の
農
業
書
記
、
Ｋ

・
ホ
ー
フ
ヱ
リ
ヒ
タ
ー
と
郡
参
事
会
農
業
部
の
指
導
者
Ｋ
・
グ
ス
ヶ
が

関
係
者
と
協
議
し
た
。
そ
こ
で
、
土
地
持
ち
分
の
性
格
、
収
益
の
分
配
、

協
同
組
合
フ
ォ
ン
ド
、
労
働
過
程
、
畜
産
、
国
家
の
援
助
な
ど
が
討
議

さ
れ
た
。
グ
ラ
ウ
ェ
ソ
ハ
ー
ゲ
ソ
の
集
会
で
は
、
さ
し
あ
た
り
第
－
型

の
Ｌ
Ｐ
Ｇ
に
す
る
こ
と
に
話
が
き
ま
っ
た
。
一
年
後
に
、
か
れ
ら
は
共

同
養
豚
に
移
行
し
た
が
、
そ
の
他
の
家
畜
は
ま
だ
個
別
的
に
所
有
さ
れ

年
５
６

１
９年

５
５

１
９

９６１

６

７
．

１

１

５
・

１

２

０
・

１

６

５
一

０２

０

７
一

２１

０３１

５
１

４
２

０２２

７０３

０

６
。

４８

０
・

４６５３４３

９３ユ

５

３
・

１

９０

２
．

１

８６

０
。

０

０
．

○ユ

０

４
・

６１

１０ユ

３

７５１

１

３
。

９９２９１２

脆）日
３
１月２Ｑ積面地

、
用農

ａｈ／
Ｚｄ物穀
ａｈ／

Ｚｄ類豆
ａｈ／

Ｚｄ物植油採
ａｈ／

Ｚｄ
薯鈴電

ａｈ／
Ｚｄ

数頭

糖菜
豚
甜

数頭

数頭

牛
羊

数羽

り当人１

　
位
禽
単
　
働
家
労

ＭＤり当位単働労払支幣貸

ＭＤり当位単働労物現

ＭＤ産財

ｇｋＯ○ユ＝Ｚｄユ）注

東
ド
イ
ツ
に
お
げ
る
民
主
的
土
地
改
革
と
農
業
の
杜
公
人
炎
化
ｏ
（
大
藪
）

一
〇
九
　
（
二
三
三
）
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て
い
た
。
そ
の
う
ち
に
い
く
っ
か
の
大
畜
舎
が
建
て
ら
れ
、
グ
ラ
ウ
ェ

ソ
ハ
ー
ゲ
ソ
の
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
組
合
員
は
一
九
五
六
年
一
月
一
目
に
第
皿
型

に
移
行
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
最
初
は
若
干
の
困
難
が
あ
っ
た
が
、

数
ヵ
月
後
に
は
第
珊
型
と
し
て
安
定
し
、
そ
の
後
は
た
え
ず
上
向
き
に

発
展
し
て
い
る
。
そ
の
成
績
は
前
頁
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
全
体
の
Ｌ
Ｐ
Ｇ
は
、
一
九
五
六
年
二
一
月
三

一
日
現
在
、
第
－
型
が
五
経
営
で
農
用
地
面
積
二
九
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
○
．
六
％
）
、
第
皿
型
が
二
三
経
営
で
農
用
地
面
積
五
、
五
八
○
ヘ
ク

タ
ー
ル
（
二
．
○
％
）
、
両
者
合
わ
せ
て
二
八
経
営
五
、
八
七
七
ヘ
ク

タ
ー
ル
（
二
．
六
％
）
で
あ
る
。
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
は
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ

の
面
積
割
合
で
は
ノ
ィ
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
県
（
二
七
・
一
％
）
の
す
べ

て
の
郡
の
中
で
最
低
で
あ
る
（
Ｄ
Ｄ
Ｒ
全
体
で
は
二
三
・
五
％
）
。
　
一
方
、

シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
に
は
一
〇
Ｌ
Ｂ
の
面
積
が
一
五
・
二
％
も
あ
っ

鴛
鴛
・
、
、
６
・
・
、
・
椚
て
、
県
で
最
高
の
割
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
。

者
族
民
族
民
族
民
族
者
族
業

　
　
　
　
　
農
農
　
　
計
　
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク

働
　
　
　
　
目
　
目
　
働
　
職

　
家
農
家
－
家
－
家
　
家

労
　
伽
切
労
の
　
郡
に
お
け
る
・
・
Ｇ
組

業
の
設
の
硝
の
刎
の
業
の
姉
　
合
員
の
杜
会
麓
は
上

農
そ
新
そ
洲
そ
蝋
そ
工
そ
そ
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
と
お
り
で
あ
る
（
一

一
〇
　
（
二
三
四
）

九
五
六
年
二
一
月
三
一
日
）
。

　
こ
れ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
組
合
員
の
八
三
・
七
％
は
農
業

労
働
老
と
新
設
農
民
お
よ
び
そ
の
家
族
か
ら
成
っ
て
い
る
。
工
業
労
働

者
は
八
・
六
％
で
、
旧
農
民
と
そ
の
家
族
は
僅
か
四
・
○
％
、
そ
の
他

の
職
業
が
三
・
七
％
を
な
し
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
新
旧
農

民
と
そ
の
家
族
の
割
合
が
二
・
五
対
一
で
あ
る
の
に
、
農
工
業
労
働
者

と
そ
の
家
族
の
割
合
は
六
対
一
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
農
民
の
場
合
に

は
、
以
前
か
ら
婦
人
が
一
緒
に
働
く
こ
と
が
普
通
と
考
え
ら
れ
て
い
た

が
、
農
工
業
労
働
者
の
場
合
に
は
、
婦
人
を
Ｌ
Ｐ
Ｇ
に
加
入
さ
せ
る
に

は
相
当
説
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
婦
人
を
Ｌ
Ｐ
Ｇ
組
合

員
に
す
る
可
能
性
が
あ
れ
ぱ
、
労
働
カ
問
題
を
解
決
し
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
一
般

を
強
化
す
る
た
め
の
大
き
な
予
備
軍
が
あ
る
わ
げ
で
あ
る
。

　
郡
の
各
Ｍ
Ｔ
Ｓ
区
域
毎
の
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
面
積
と
そ
の
労
働
力
は
第
一
五

表
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
こ
れ
で
み
る
と
面
積
の
大
き
な
Ｌ
Ｐ
Ｇ
は
オ
９
ｏ
易
；
ｑ
（
胃
◎
罫
）
一

事
－
０
０
庁
斤
◎
考
（
仁
９
げ
～
）
、
オ
赤
昌
｝
Ｈ
（
ト
雷
－
凹
）
ｂ
団
”
昌
｛
Ｏ
－
◎
考
（
定
べ
－
”
）
で

あ
り
、
面
積
の
小
さ
い
も
の
は
、
Ｏ
胃
匡
易
二
。
。
争
～
）
一
雪
員
－
ｏ
茅
厨
９

（
ミ
罫
）
・
と
丁
穴
等
９
９
（
轟
げ
饅
）
一
事
◎
旨
晶
庁
（
爵
罫
）
一
雪
Ｈ
ｑ
＄
§
邑
－

乙
。
ぎ
胴
ｇ
（
ざ
５
）
一
９
｝
ミ
彗
ｓ
目
乙
。
８
（
ミ
ぎ
）
で
あ
る
。
労
働
力
事
情
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脆
力
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ｏ
り
働

－
当
労
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ぬ
農域区ＳＴＭ

ｎｅｒｈ
“
Ｏ
Ｇ

ぬ
力

○
り
働
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労
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肋
農域区ＳＴＭ
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８
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ｄ
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ｎ
肋
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Ｗ

　
９
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お
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讐

　
ａ
ｎ
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ｎ
曲
閉
比
９
ｋ
ｈ
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ｂ
　
ｃ
ｅ
ｒ

ｒ
ｕ
ｅ
．
ｒ
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ａ
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１
．
１
ｅ

Ｇ
も
肚
Ｈ
Ｈ
Ｗ
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Ｐ
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Ｌ
Ｌ
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７
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３

０
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＾
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一
士
口＼
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１
１
５

４
０
一１

計
、ノ
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・
１
▲

１
ｒＵＷ

ＯｎｅｂｂｕＬ

１
１
　
６

１
６

４
　
３
　
４

１
３
ｕ
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１
４

６
８
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３２１

３８１
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ｋ
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ｅ
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０
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計
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東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
民
主
的
土
地
改
革
と
農
業
の
杜
会
主
撞
化
ｏ
（
大
薮
）

一
一
一
　
（
二
三
五
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
二
号
）

）１３

２
・

１

６
・
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レ
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フスラトユシ表
１
６第

鶏

７
０
０
０
３
９
一
Ｌ
ｏ
Ｏ

同
身

ｏ
ｏ
４

６
．
８
．
Ｌ

７
５
２
一

４
ｏ
ｃ
４
ｏ
ｏ
り
＾
Ｅ
ｏ
り
＾
Ｆ
ｏ

産

１

２

１

Ｆ
ｏ
ｏ
）
＾
ｏ
Ｑ
ｏ
３
１
７
‘
Ｏ

羊

９
一
４

１

３７一８
．
２

６
０
．

ｎ
Ｚ
ｎ
６
ｎ
ノ
＾

６

３

豚

１
・
一
＾
０
７
‘
Ｏ
）
１
■
７
‘
９
一
＾
２

雌
９
一
８
一

．
　
　
　
　
　
●
７
０
０
　
１

２
．
３
．
　
１

９

ち

豚

う

１
数

ｏ
Ｏ
’
Ｏ

９

９

３

１
ｏ
０
７
‘

６
０
８
１
６
０
一
８
・
０
・

１
↓
１
７
‘
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
１

総

ユ

１

１

ユ

１

牛

ｏ
）
１
９
２
り
＾
０
１
■
４

乳

，
　
　
　
　
■
４
１
１
＾
ｏ
ｎ
６
り
＾
１

４
．
３
・
　
３

９

ち

２
１

２
一
２

牛
う
１

数

９

６

９

７

６

Ｏ

８

５

　
　
　
■
　
　
　
，
　
　
　
　
■
り
＾
Ｏ
「
ｏ
４
り
４
１
ｏ
Ｊ
１

４
４
ｏ
ｏ

一
Ｌ
ｏ
ｎ
６
ｎ
ｚ
４

総

１
↓
ｏ
）
ｏ
）
０
７
‘
３
＾
ｏ
９

馬
’

０
．
４
１

３

１

）み

）む

の

有
有
含

有

体
体
合

を

組
人
農

全
全
鯛
個
伏

臓

郡
甘
ぱ
Ｅ
。
閉

個
６
Ｖ
Ｌ

が
比
較
的
い
い
の
は
、

－
｛
亭
彗
◎
き
ｃ
ｏ
ｏ
巨
召
－

ぎ
き
ｏ
婁
Ｈ
彗
で
あ

り
、
労
働
力
不
足
の
甚

し
い
の
は
声
昌
．
巴
庁
苧

｝
◎
い
団
｝
昌
Ｏ
Ｏ
－
◎
ミ
一
弓
Ｈ
－

争
０
昌
考
一
豊
晶
０
亭
凹
宇

ｏ
・
彗
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
家

畜
頭
数
を
み
て
み
よ
う
。

第
ニ
ハ
表
は
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の

平
均
と
他
の
諸
経
営
と

の
比
較
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
い
く
つ
か

の
Ｌ
Ｐ
Ｇ
は
こ
の
平
均

を
越
え
て
い
る
。
た
と

え
ば
■
勺
○
Ｃ
Ｏ
Ｏ
｝
０
：
邑
Ｕ
８
斤

と
団
邑
常
乙
。
ｏ
｝
は
同
じ

時
期
に
下
の
よ
う
な
協

ｈ
Ｃ

恥
欄

１
４

２
２

９
０

９
７
２

３
５

Ｌ
刻

１

Ｂ

ｋ
Ｃ

Ｇ
旋

８

６

蒜
６
４

４
・
４

７
・
４

２
１
１

１

２
９
４

Ｃ
Ｓ

均平郡

９

９

７

７

６

Ｏ

の

５
３

６
１

８
７

７
１
２

６
４

ＧＰＬ

牛

豚

鶏

牛
晩
豚
淡
羊
卵

う

う

産

二
一
（
二
三
六
）

　
同
組
合
有
の
家
畜
（
一
〇
〇
ヘ

　
ク
千
ル
当
り
）
を
持
っ
て
い
た
。

　
　
■
巾
○
オ
ー
ｏ
り
ざ
斥
◎
考
一
巾
｝
甲

　
註
Ｈ
◎
幸
一
オ
げ
冒
胃
一
オ
０
亭

　
ｏ
■
ｏ
ｏ
■
箏
ｐ
で
も
一
〇
〇
ヘ
ク

　
タ
ー
ル
当
り
家
畜
頭
数
は
右

　
の
平
均
を
越
え
て
い
た
。
そ

　
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
シ
ュ

　
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
の
す
べ
て

　
の
Ｌ
Ｐ
Ｇ
に
お
い
て
、
国
民

　
経
済
計
画
の
計
画
数
に
も
、

　
個
人
農
の
平
均
家
畜
頭
数
に

も
達
し
て
い
た
い
と
す
れ
ぼ
、
そ
の
原
因
は
次
の
諸
点
に
あ
る
。

　
倒
　
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
一
部
は
６
Ｌ
Ｂ
の
改
造
に
よ
っ
て
発
生
す
る
か
、
ま

た
は
Ｏ
Ｌ
Ｂ
の
土
地
を
引
継
い
だ
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
６

Ｌ
Ｂ
は
家
畜
が
非
常
に
乏
し
か
っ
た
。

　
向
大
多
数
の
Ｌ
Ｐ
Ｇ
組
合
員
は
、
あ
ま
り
多
く
の
家
畜
を
Ｌ
Ｐ
Ｇ

に
持
っ
て
来
な
か
っ
た
。
以
前
の
多
数
の
農
業
労
働
者
や
移
住
者
に
は
、

家
畜
飼
養
に
必
要
な
経
験
が
欠
け
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
し
ば
し
ば
そ



の
経
営
は
経
済
的
に
弱
体
で
あ
っ
た
。

　
〇
　
十
分
な
畜
舎
は
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
に
お
け
る
家
畜
頭
数
の
計
両
的
拡
大

の
前
提
で
あ
る
。
ま
さ
に
こ
の
点
に
お
い
て
、
以
前
の
一
〇
Ｌ
Ｂ
や
ま
た

以
前
の
個
人
農
経
営
の
欠
陥
が
阻
害
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
な
る

ほ
ど
、
と
に
か
く
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
Ｌ
Ｐ
Ｇ
に
新
し
い
畜
舎
が
建
設

さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
な
お
依
然
と
し
て
十
分
で
な
い
。

　
ゆ
　
多
く
の
場
合
、
責
任
あ
る
国
家
機
関
と
Ｌ
Ｐ
Ｇ
自
身
が
、
Ｌ
Ｐ

Ｇ
の
強
化
と
国
民
の
食
糧
の
た
め
に
。
、
家
畜
頭
数
の
多
い
こ
と
が
持
つ

意
義
を
過
少
評
価
し
て
い
た
。
家
畜
飼
育
計
画
の
達
成
が
、
必
ず
し
も

意
識
的
に
と
り
組
ま
れ
て
い
な
い
。
多
く
の
Ｌ
Ｐ
Ｇ
は
、
な
お
鶏
や
が

ち
ょ
う
や
あ
ひ
る
の
飼
育
に
あ
ま
り
に
も
無
関
心
で
あ
る
。

　
同
　
そ
れ
以
上
の
説
明
は
、
時
と
し
て
、
飼
料
基
盤
が
十
分
で
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
に
も
あ
る
。
こ
う
し
た
場
合
に
は
、
問
作
物
や
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
栽
培
に
よ
っ
て
、
ま
た
そ
の
他
の
科
学
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ

た
施
策
に
。
よ
っ
て
飼
料
の
量
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
、
た
い
て
い
ほ
と

ん
ど
注
目
さ
れ
て
い
な
い
。
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
の
Ｌ
Ｐ
Ｇ
に
お
い

て
と
く
に
必
要
た
の
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培
、
な
か
ん
ず
く
サ
イ
ロ

ト
ゥ
モ
ロ
コ
シ
を
増
加
す
る
こ
と
で
あ
る
。
現
在
二
％
し
か
ト
ゥ
モ
ロ

コ
シ
が
栽
培
さ
れ
て
な
い
が
、
こ
れ
を
一
九
六
〇
年
ま
で
に
六
％
に
高

年
５
６

１
９量庚

ｊのＧＰＬ型皿第の内郡表
！
７

雄

低最高最

↓
±
平郡の

ＧＰＬ
類種

ａｈ
４
０

ｄ
９
．

０

２
・

０

７
・

３

ａｈ／ｚ８
　
０
　
０

ｄ
７
・
３
・
０
・

　
ｏ
６
　
　
１
　
　
（
）

　
　
　
２

ａ
…
１
．
－
；
Ｉ

ｈ／
ｚ
８
　
０
　
一
ｂ

ｄ
８
．
８
・
４
，

　
１
１
　
　
　
　
　
０
Ｊ

７
５０３２２

Ｆ
ｂ
１

物
物
薯
菜

　
寵
鈴

　
月
穀
池
馬
甜

東
ド
イ
ツ
に
お
げ
る
民
主
的
土
地
改
革
と
農
業
の
杜
会
主
義
化
ｏ

　
回
一
〇
Ｌ
Ｂ
か
ら
彬
成
さ
れ
た
Ｌ
Ｐ
Ｇ
は
、

さ
れ
、
肥
料
も
あ
ま
り
や
ら
れ
ず
、

地
を
引
継
い
だ
。
そ
れ
は
一
部
は
、

そ
れ
ら
は
白
然
条
件
の
上
で
あ
ま
り
価
値
が
な
い
か
、

年
に
互
り
荒
廃
さ
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
、

土
地
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

農
業
科
学
の
適
用
に
よ
っ
て
克
服
さ
れ
る
ま
で
に
は
、

（
大
藪
）

め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
植
物
生
産
の
収
最
は
第
一
七
表
の
と
お

り
で
あ
る
。
こ
の
表
げ
」
よ
れ
ぼ
、
ヘ
ク
タ

ー
ル
当
り
収
量
は
動
物
生
産
と
同
様
各
Ｌ

Ｐ
Ｇ
で
相
異
な
る
高
さ
に
あ
る
。
最
良
の

Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
最
高
収
量
は
、
個
人
農
の
平
均

収
量
に
達
す
る
か
ま
た
は
羊
、
れ
を
凌
駕
し

て
い
る
。
し
か
し
、
郡
平
均
で
は
、
Ｌ
Ｐ

Ｇ
の
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
収
量
は
、
現
在
な

お
そ
れ
以
下
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ

に
は
、
後
に
述
べ
る
他
の
重
要
た
原
因
と

並
ん
で
次
の
よ
う
な
原
因
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
長
年
に
わ
た
っ
て
放
置

　
　
　
あ
ま
り
耕
転
も
さ
れ
て
い
な
い
土

　
　
　
土
地
改
革
の
残
余
地
で
あ
っ
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
時
す
で
に
長

　
　
　
　
　
希
望
者
が
見
ら
れ
な
か
っ
た

　
こ
う
し
た
欠
点
が
、
近
代
農
業
技
術
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
定
の
時
問
が

　
　
一
二
二
　
（
二
三
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
二
号
）

必
要
で
あ
る
。

　
向
　
勤
労
個
人
農
の
一
部
も
ま
た
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
に
加
入
す
る
場
合
、
あ

ま
り
質
の
よ
く
な
い
土
地
や
放
置
さ
れ
て
い
た
土
地
を
持
っ
て
入
っ
て

き
た
。

　
次
に
ヘ
ク
ダ
ー
ル
当
り
貨
幣
収
支
を
み
て
み
よ
う
。

　
第
皿
型
の
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
貨
幣
収
入
は
、
郡
平
均
で
、
一
九
五
五
年
の
農

用
地
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
五
四
五
Ｄ
Ｍ
か
ら
一
九
五
六
年
の
五
六
五
Ｄ

Ｍ
に
増
加
し
た
が
、
一
方
貨
幣
支
出
は
五
〇
五
Ｄ
Ｍ
か
ら
四
六
二
Ｄ
Ｍ

に
減
少
し
た
。
こ
れ
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
に
お
い
て
Ｌ
Ｐ
Ｇ
も

強
化
さ
れ
る
方
向
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
貨
幣
収
支
も
動
植
物
生
産
と
同
様
に
Ｌ
Ｐ
Ｇ
に
よ
っ
て
相
違
が
あ
る

が
、
一
九
五
六
年
の
平
均
貨
幣
収
入
、
農
用
地
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
五

六
五
Ｄ
Ｍ
以
上
の
も
の
と
、
以
下
の
も
の
と
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ＭＤ

〃
〃
〃
〃
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

６

５
２
６
０
８

５

Ｏ

６

５

９

６

８

８

４
一
Ｌ
ｏ
５
２

８

６

２

０

８

４

４

３

９

ｏ
Ｊ
８
７
７

６

５

３

３

２

２

２

１
．

ｎ

一
ギ
鴛 ■

ｅ

均

Ｇ

平

Ｇ

Ｐ

〃
〃
〃
〃
〃

Ｐ

〃

〃

〃

〃

〃

Ｌ

Ｌ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四
（
二
三
八
）

　
高
い
収
入
は
、
主
と
し
て
動
物
生
産
の
結
果
が
い
い
こ
と
に
よ
っ
て

達
せ
ら
れ
た
。
第
皿
型
の
Ｌ
Ｐ
Ｇ
で
は
、
収
入
の
約
六
五
％
が
動
物
生

産
か
ら
生
ま
れ
、
三
五
劣
が
植
物
生
産
か
ら
生
ま
れ
た
。
目
標
と
し
て

は
、
収
入
の
七
五
％
が
動
物
生
産
か
ら
得
ら
れ
、
二
五
％
が
植
物
生
産

か
ら
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
の
が
よ
い
。

　
貨
幣
支
出
の
点
で
も
郡
平
均
の
、
農
用
地
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
四
六

二
Ｄ
Ｍ
以
上
の
も
の
と
以
下
の
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
高
い
貨
幣
支
出
は
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
以
下
の
原
因
に
帰
せ
ら
る
べ

き
で
あ
る
。

　
回
　
Ｌ
Ｐ
Ｇ
に
よ
っ
て
適
正
な
技
術
の
配
置
が
な
さ
れ
な
い
結
果
と

し
て
の
、
肯
同
い
Ｍ
Ｔ
Ｓ
コ
ス
ト
。

　
伺
　
大
量
の
種
苗
の
購
入
。

　
○
　
飼
料
の
買
い
す
ぎ
。

ＭＤ

〃
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

５

＾
Ｏ
Ｆ
Ｏ

８

３

０

２

５

２

２

２

３

ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

２

１

Ｏ

６

９

７

４

Ｏ

６

Ｆ
〇
一
ｂ

５

５

５

４

３

ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

３

ｎ

ｎ

ｅ

ｆ

ｅ

Ｓ

Ｃ

均

　
ｇ
篶
一

Ｇ

平

Ｇ

Ｐ

〃
〃

〃

〃

〃

Ｐ

〃

〃

〃

Ｌ

Ｌ



　
側
　
小
農
具
の
購
入
の
た
め
の
異
常
に
高
い
支
出
。

　
貨
幣
収
支
と
、
各
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
純
収
入
お
よ
び
労
働
単
位
当
り
に
実
現

さ
れ
る
現
実
価
値
と
は
直
接
に
関
連
す
る
。
第
皿
型
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
場
合
、

一
九
五
六
年
に
郡
平
均
で
一
労
働
単
位
が
二
・
二
一
Ｄ
Ｍ
の
現
実
価
値

に
な
っ
た
と
す
れ
ぼ
、
他
の
Ｌ
Ｐ
Ｇ
で
は
著
し
く
高
い
貨
幣
価
値
を
実

現
し
た
。
す
な
わ
ち
、
勾
リ
ニ
２
べ
・
Ｃ
．
Ｏ
．
ｂ
竃
一
Ｃ
っ
〇
一
一
〇
：
き
０
鼻
べ
．
彗
一
Ｕ
く
一

≠
豪
一
〇
ぎ
考
べ
』
。
。
Ｏ
声
日
Ｏ
胴
¢
；
彗
己
つ
雪
岬
．
○
冒
旨

　
現
物
は
、
郡
平
均
で
○
・
八
○
Ｄ
Ｍ
の
ね
う
ち
の
も
の
が
配
分
さ
れ

た
。
最
高
は
こ
こ
で
も
ピ
勺
○
内
呉
ａ
ｋ
の
一
・
二
四
Ｄ
Ｍ
（
調
達
価
柊

換
算
）
で
あ
っ
た
。

　
ど
の
よ
う
な
Ｌ
Ｐ
Ｇ
で
も
、
生
産
さ
れ
た
以
上
に
分
配
さ
れ
え
な
い

の
は
自
明
で
あ
る
。
援
助
貸
付
が
あ
れ
ぱ
別
で
あ
る
。
こ
の
原
則
は
、

シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
の
大
部
分
の
Ｌ
Ｐ
Ｇ
が
経
験
し
た
出
発
時
の
困

難
を
考
慮
し
て
、
今
目
な
お
完
全
に
は
実
現
し
て
い
な
い
。
シ
ュ
ト
ラ

ス
ブ
ル
ク
の
二
八
の
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
う
ち
、
一
九
五
六
年
に
は
一
八
が
労
働

単
位
の
補
助
の
た
め
に
、
六
Ｄ
Ｍ
ま
で
の
特
別
貸
付
の
承
認
を
中
し
出

た
。
そ
し
て
そ
れ
は
Ｌ
Ｐ
Ｇ
顧
問
会
議
と
郡
参
事
会
で
承
認
さ
れ
た
。

多
数
の
Ｌ
Ｐ
Ｇ
に
対
す
る
非
常
に
有
効
な
支
援
は
、
短
期
の
借
金
が
大

巾
に
棒
引
き
さ
れ
、
Ｓ
Ｅ
Ｄ
の
第
二
八
回
中
央
委
員
会
総
会
に
基
づ
い

ＭＤ０８

０
・

工ＮＤＯ０

６
・

）む含を付貸力劉
物
幣

（氏
現
貨

尉

４ＮＤ０８

６
．

計合

）直イ価実理のｙ
ｅｔ証ＲＧＰ¢高最

工ＮＤ４２Ｌ

ＭＤ８８

７
。

物
幣
現
貨

４ＮＤ２ユ

９
・

計合

て
、
政
府
が
、
借
金
の
支
払
延
期
が

可
能
な
こ
と
を
決
定
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
な
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
の
大
多
数
の

Ｌ
Ｐ
Ｇ
も
大
い
に
支
援
さ
れ
た
。

　
一
九
五
六
年
に
お
い
て
、
一
労
働

単
位
に
対
す
る
支
払
は
第
皿
型
の
Ｌ

Ｐ
Ｇ
の
場
合
上
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｌ
Ｐ
Ｄ
組
合
員
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
労
働
単
位
は
一
九
五
六
年
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
－
型
の
場
合
一
八
三
、
第
皿
型
で
三
三
八
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
で
、
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
の
Ｌ
Ｐ
Ｄ
の
現
在
の
発
展
段
階
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
要
な
指
標
を
見
た
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
、
協
同
組
合
農
民
の
平
均
所
得
を
計
算
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
は
協
同
組
合
労
働
か
ら
の
所
得
と
個
人
的
家
族
経
営
の
収
入
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
っ
て
い
る
。
協
同
組
合
労
働
か
ら
の
所
得
計
算
の
基
礎
と
し
て
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
六
年
の
協
同
組
合
農
民
（
第
皿
型
）
一
人
当
り
平
均
三
三
八
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
単
位
と
一
労
働
単
位
当
り
の
最
低
所
得
六
・
八
○
Ｄ
Ｍ
を
お
く
と
、
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
協
同
組
合
労
働
か
ら
の
所
得
は

東
ド
イ
ツ
に
お
げ
る
民
主
的
土
地
改
革
と
農
業
の
杜
会
主
義
化
ｏ
（
大
藪
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
　
（
三
二
九
）
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Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

Ｍ

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

Ｄ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
（
）
Ｏ
０
５

０
５

ｏ
ｏ
０
２
１
，
　
　
　
　
，

６
，

１
■
　
１
■

２

１

）
目

身

計

岬
鷺
胤

鷲
肌
蹴

合

自
　
　
　
義

九
八
Ｄ
Ｍ
（
五
ニ
ニ
％
）
、

（
四
七
・
九
％
）
、
合
計
し
て
四
、

ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
の
Ｌ
Ｐ
Ｇ
農
民
の
平
均
年
間
所
得
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
の
中
農
一
人
の
年
問
平
均
所
得
と
比

較
し
て
み
よ
う
。

　
こ
う
し
た
比
較
の
結
果
が
、
そ
れ
以
上
の
Ｌ
Ｐ
Ｇ
組
合
員
の
獲
得
や

新
し
い
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
建
設
に
と
っ
て
重
要
た
意
義
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
目
的
は
ま
さ
に
、
す
べ
て
の
勤
労
農
民

を
漸
次
Ｌ
Ｐ
Ｇ
に
獲
得
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
場
合
、
収
入
の
高
さ

は
現
在
決
し
て
第
二
義
的
な
役
割
を
果
し
て
は
い
な
い
。
中
農
は
、
か

　
　
９
ｏ
。
◎
一
Ｕ
く
×
ｏ
．
ｏ
。
・
。
（
章
魯
揖
高
）

　
　
川
ド
８
ｏ
◎
Ｕ
峯

　
似
　
個
人
的
家
族
経
営
か
ら
の
平
均
所

得
（
自
家
消
費
を
除
く
。
義
務
供
出
額
は
、

一
家
族
経
営
当
り
、
乳
牛
一
頭
の
場
合
は
三
〇

〇
リ
ッ
ト
ル
、
乳
牛
二
頭
の
場
合
は
八
○
○
リ

ッ
ト
ル
の
、
・
・
ル
ク
、
一
〇
〇
個
の
卵
、
五
〇
キ

ロ
グ
ラ
ム
の
豚
肉
）
は
上
の
通
り
。

　
つ
ま
り
、
協
同
組
合
労
働
か
ら
二
、
二

個
人
的
家
族
経
営
か
ら
二
、
六
五
〇
Ｄ
Ｍ

　
　
九
四
八
Ｄ
Ｍ
が
一
九
五
六
年
の
シ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
六
　
（
二
四
〇
）

れ
の
経
営
を
Ｌ
Ｐ
Ｇ
と
比
較
考
量
す
る
。
か
れ
は
今
目
で
は
、
未
来
は

杜
会
主
義
的
大
農
業
に
属
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
原
則
的
に
は
個
人
農
経

営
に
優
越
し
て
い
る
こ
と
を
深
く
信
じ
て
い
る
。
か
れ
は
、
自
分
自
身
、

喜
ん
で
Ｍ
Ｔ
Ｓ
の
形
で
近
代
技
術
を
利
用
す
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
か
れ
は
現
在
、
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
に
お
い
て
は
、
ま
だ
そ
こ

に
あ
る
Ｌ
Ｐ
Ｇ
に
加
入
し
た
り
、
自
か
ら
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
新
設
に
参
加
す
る

こ
と
を
、
ひ
ど
く
た
め
ら
っ
て
い
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
中
農
経
営
の
急
速
な
向
上
と
中
農
が
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ

ル
ク
郡
で
到
達
し
た
繁
栄
を
指
摘
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ス

ブ
ル
ク
郡
の
一
中
農
家
族
の
平
均
年
所
得
（
自
家
消
費
を
除
く
）
を
現
在

一
二
、
○
○
○
Ｄ
Ｍ
と
仮
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル

ク
郡
に
お
い
て
は
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
に
よ
っ
て
目
下
実
現
さ
れ
る
収
量
は
、
中

農
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
平
均
収
量
よ
り
ま
だ
少
た
い
の
で
あ
る
か
ら
、

現
状
で
は
中
農
の
平
均
所
得
は
、
な
お
Ｌ
Ｐ
Ｇ
農
民
の
そ
れ
を
上
廻
っ

て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
一
時
的
な
、
し
か
も
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
で
と
く

に
強
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
欠
陥
か
ら
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
に
対
す
る
中
農
経
営
の

原
則
的
優
越
性
を
導
き
出
す
こ
と
は
根
本
的
誤
り
で
あ
ろ
う
。
注
目
す

べ
き
こ
と
は
む
し
ろ
以
下
の
諸
点
で
あ
る
。



　
回
中
農
は
、
そ
の
一
〇
～
二
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
規
模
の
経
営
で
、
た
　
　
　
向
　
い
ま
存
在
す
る
Ｌ
Ｐ
Ｇ
を
、
．
全
体
と
し
て
一
律
に
、
強
化
さ
れ

い
て
い
三
人
か
ら
四
人
の
自
己
労
働
力
を
も
っ
て
働
い
て
い
る
。
し
た
　
　
た
中
農
経
営
と
比
較
す
る
の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク

が
っ
て
、
も
し
真
実
の
比
較
を
し
よ
う
と
す
れ
ぼ
、
二
一
、
○
○
○
Ｄ
　
　
郡
に
お
け
る
大
多
数
の
中
農
経
営
は
、
土
地
改
革
に
－
よ
っ
て
発
生
し
た
。

Ｍ
の
年
所
得
を
割
ら
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
平
均
三
・
五
人
の
労
　
　
そ
れ
ゆ
え
、
か
れ
ら
は
現
在
八
年
か
ら
一
〇
年
の
年
数
を
経
て
い
る
。

働
力
と
し
て
、
一
人
当
り
三
、
四
二
八
Ｄ
Ｍ
に
な
る
。
他
方
、
協
同
組
　
　
こ
れ
ら
の
中
農
は
、
か
れ
ら
が
い
か
に
し
て
始
め
た
か
を
自
か
ら
思
い

合
農
民
の
家
族
か
ら
、
父
の
ほ
か
に
な
お
母
と
一
人
ま
た
は
二
人
の
成
　
　
起
す
で
あ
ろ
う
。
か
れ
ら
は
、
な
る
ほ
ど
一
般
に
土
地
は
手
に
入
れ
た
。

長
し
た
子
供
（
そ
れ
ゆ
え
、
平
均
し
て
三
・
五
人
の
労
働
力
）
が
Ｌ
Ｐ
Ｇ
で
　
　
Ｌ
か
Ｌ
、
一
九
四
五
／
四
六
年
に
は
、
し
ぼ
し
ぼ
一
匹
の
家
畜
も
か
れ

一
緒
に
働
く
も
の
と
仮
定
す
れ
ぼ
、
そ
れ
は
、
一
、
一
八
○
労
働
単
位
　
　
ら
に
は
あ
た
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
そ
れ
が
い
た
か
っ
た

に
等
し
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
が
基
礎
に
置
い
た
六
・
八
　
　
か
ら
で
あ
る
。
民
主
的
国
家
と
土
地
改
革
建
築
計
両
の
援
助
、
お
よ
び

○
Ｄ
Ｍ
の
貨
幣
価
値
と
現
物
価
値
の
場
合
に
は
、
八
、
〇
四
〇
Ｄ
Ｍ
の
　
　
も
ち
ろ
ん
自
己
の
努
力
一
」
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
新
設
農
民
は
、
漸
次
経
済

額
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
Ｌ
Ｐ
Ｇ
農
民
家
族
は
、
家
　
　
的
に
強
化
さ
れ
た
中
農
経
営
に
発
展
し
た
。

族
経
営
か
ら
の
収
入
を
含
め
て
一
〇
、
六
九
〇
Ｄ
Ｍ
の
年
所
得
を
得
る
　
　
　
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
の
現
在
の
Ｌ
Ｐ
Ｇ
は
、
土
地
の
相
当
部
分
を

こ
と
に
た
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
中
農
の
年
平
均
に
僅
か
に
ー
お
と
る
だ
け
　
　
一
〇
Ｌ
Ｂ
か
ら
引
継
い
だ
。
そ
れ
は
、
僅
か
の
家
畜
し
か
持
た
ず
、
土
地

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
し
ぼ
し
ぼ
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
、
大
き
な
経
営
建
物
は
な
く
、
質
の

　
■
勺
○
寮
箒
ｋ
に
お
け
る
労
働
単
位
当
り
九
・
二
一
Ｄ
Ｍ
の
現
実
価
　
　
よ
い
労
働
力
に
欠
け
て
い
た
。
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
出
発
点
を
な
し
た
、
こ
の
お

値
を
基
礎
に
お
く
と
、
三
・
五
人
が
Ｌ
Ｐ
Ｇ
で
働
い
て
い
る
家
族
の
場
　
　
く
れ
た
経
営
に
比
較
し
て
、
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
の
す
べ
て
の
Ｌ
Ｐ

合
に
は
、
一
三
、
四
一
一
Ｄ
Ｍ
の
年
所
得
を
得
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
　
　
Ｇ
は
、
明
け
か
な
進
歩
を
示
し
て
い
る
。
実
際
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
は
困
難
に
も

ち
、
最
も
進
歩
し
た
Ｌ
Ｐ
Ｇ
組
合
員
は
、
す
で
に
今
目
、
中
農
の
平
均
　
　
か
か
わ
ら
ず
、
年
々
発
展
し
、
そ
の
収
益
を
改
善
し
て
い
る
。

よ
り
も
よ
い
状
態
に
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
大
多
数
の
個
人
農
が
Ｌ
Ｐ
Ｇ
に
加
入
し
、
そ
れ
を
、
か
れ
ら
の

　
　
　
　
東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
民
主
的
土
地
改
革
と
農
業
の
杜
会
主
義
化
ｏ
（
大
藪
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
　
（
二
四
一
）
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経
済
力
と
、
か
れ
ら
の
労
働
力
と
そ
の
経
験
に
よ
っ
て
強
化
し
、
前
進

さ
せ
る
な
ら
ぱ
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
家
畜
頭
数
は
著
し
く
増
加
し
、
ヘ
ク
タ
ー

ル
当
り
収
量
は
増
大
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
を
、
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク

郡
の
勤
労
個
人
農
は
容
易
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
方

法
で
、
な
お
存
在
す
る
経
済
的
１
１
組
織
的
欠
陥
は
非
常
に
早
く
克
服
さ

れ
、
動
植
物
生
産
の
収
穫
が
著
し
く
増
加
さ
れ
、
農
業
に
お
け
る
近
代

技
術
と
科
学
的
知
識
の
適
用
が
大
巾
に
改
善
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
か

な
ら
ず
Ｌ
Ｐ
Ｇ
農
民
の
収
入
は
増
加
し
、
漸
次
今
日
の
個
人
農
の
そ
れ

を
越
え
る
よ
う
に
な
る
。

　
側
　
最
後
に
、
多
数
の
中
農
が
、
若
干
の
Ｌ
Ｐ
Ｇ
農
民
よ
り
も
、
よ
り

多
く
の
関
心
を
も
っ
て
、
自
ら
の
経
営
で
働
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

黙
っ
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
Ｌ
Ｐ
Ｇ
に
反
対

し
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
単
に
、
若
干
の
Ｌ

Ｐ
Ｇ
農
民
が
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
が
か
れ
ら
の
経
営
で
あ
り
、
か
れ
ら
は
そ
れ
を
か

れ
ら
自
身
の
利
益
と
杜
会
の
利
益
の
た
め
に
、
結
合
労
働
に
よ
っ
て
助

長
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
た
い
、
と
い
う
こ
ど
を
ま
だ
理
解
し
て
い
な
い
こ

と
の
あ
ら
わ
れ
に
す
ぎ
な
い
。
一
九
五
六
年
夏
の
会
議
で
、
協
同
組
合

の
代
表
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
例
が
あ
げ
ら
れ
た
。
－
勺
○
旨
旨
彗
ま

に
つ
い
て
、
　
「
労
働
規
律
が
ひ
ど
い
状
態
に
あ
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
　
（
二
四
二
）

－
勺
Ｏ
弓
Ｈ
９
彗
◎
考
の
議
長
は
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
で
決
め
ら
れ
た
経
営
規
則
を

貫
こ
う
と
誠
実
に
努
力
し
た
た
め
に
、
「
大
農
業
者
」
と
呼
ば
れ
た
。

－
勺
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
巨
召
ぎ
ミ
か
ら
も
、
労
働
観
律
が
弛
緩
し
て
い
る
、
と
報
告

さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
－
勺
○
オ
げ
昌
き
オ
雪
¢
易
…
９
０
胃
区
易
戸

雰
穿
窃
争
に
つ
い
て
は
、
協
同
組
合
農
民
は
規
律
正
し
く
働
い
て
い

る
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
か
れ
ら
は
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
強
化
と

発
展
に
重
要
な
貢
献
を
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
か
れ
ら
は
ま
た
、

実
直
で
有
能
な
個
人
農
が
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
に
加
入
す
る
決
意
を
固
め
る
の
を

容
易
に
し
て
い
る
。

　
Ｌ
Ｐ
Ｇ
が
増
加
す
れ
ば
す
る
程
、
農
村
の
後
進
性
は
ま
す
ま
す
消
減

す
る
。
新
し
い
も
の
と
し
て
の
Ｌ
Ｐ
Ｇ
は
勝
利
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ

は
一
挙
に
勝
利
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
最
初
は
な
お
古
い
も

の
の
多
く
の
弱
点
を
も
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ユ
ン
カ
ー
的
１
１
資
本

主
義
的
過
去
の
痕
跡
を
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た

過
去
に
生
き
て
い
た
人
間
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
。
そ

の
発
展
は
、
し
ぱ
し
ぼ
ジ
グ
ザ
グ
の
道
を
た
ど
る
。
往
々
に
し
て
、
個

人
農
経
営
が
新
し
い
Ｌ
Ｐ
Ｇ
よ
り
も
強
力
な
こ
と
さ
え
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
は
一
時
的
、
経
過
的
た
も
の
で
あ
る
。
Ｌ
Ｐ
Ｇ
は
政
治
的
お
よ
び



技
術
的
進
歩
に
合
致
し
て
お
り
、
農
業
げ
」
お
け
る
杜
会
主
義
的
大
経
営

と
し
て
、
政
治
的
・
経
済
的
・
文
化
的
な
点
で
個
人
曲
長
経
営
一
」
原
則
的

に
優
越
し
て
い
る
。
ン
、
れ
ゆ
え
、
ま
さ
に
未
来
は
Ｌ
Ｐ
Ｇ
に
属
す
る
。

人
民
所
有
農
場
Ｖ
Ｅ
Ｇ

　
農
業
生
産
協
同
組
合
が
、
塵
同
組
合
的
ｎ
杜
会
主
義
的
径
営
で
あ
る

と
す
れ
ぱ
、
人
民
所
有
農
場
は
国
家
的
”
杜
会
主
義
的
経
営
で
あ
る
。

Ｖ
Ｅ
Ｇ
に
。
お
い
て
は
、
土
地
、
そ
の
他
の
生
産
手
段
、
お
よ
び
生
産
物

は
国
家
に
属
し
、
国
有
財
産
で
あ
る
が
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
に
１
お
い
て
は
、
生
産

手
段
（
国
有
の
Ｍ
Ｔ
Ｓ
の
手
中
に
あ
る
大
規
模
な
生
産
用
具
と
協
同
組
合
農
民

が
ま
だ
所
有
し
て
い
る
土
地
を
除
い
て
）
と
生
産
物
は
協
同
組
合
の
も
の
で

あ
る
。
杜
会
主
義
的
所
有
の
こ
の
二
つ
の
形
態
は
、
民
主
的
土
地
改
革

に
関
連
が
あ
る
。
Ｖ
Ｅ
Ｇ
は
没
収
さ
れ
た
ユ
ン
カ
ー
の
土
地
か
ら
か
、

ま
た
は
以
前
の
資
本
主
義
的
国
有
財
産
や
自
治
体
財
産
か
ら
直
接
に
発

生
し
た
。
後
に
な
っ
て
、
た
い
て
い
ま
だ
無
所
有
の
土
地
が
そ
れ
に
つ

け
加
わ
っ
た
の
で
、
今
日
の
Ｖ
Ｅ
Ｇ
は
以
前
の
当
該
ユ
ソ
ヵ
１
農
場
よ

り
も
大
き
な
面
積
を
経
営
し
て
い
る
。

　
Ｖ
Ｅ
Ｇ
の
特
別
の
任
務
は
、
優
良
種
実
、
種
畜
お
よ
び
用
畜
を
生
産

す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
う
し
て
、
農
業
一
般
の
高
揚
の
た
め
の
重
要
な

前
提
条
件
が
つ
く
ら
れ
る
。
こ
の
主
た
る
任
務
の
ほ
か
に
、
Ｖ
Ｅ
Ｇ
は

農
産
物
の
市
場
生
産
物
に
お
い
て
模
範
的
た
も
の
を
供
給
し
な
け
れ
ぼ

な
ら
な
い
。
Ｖ
Ｅ
Ｇ
は
経
営
と
労
働
の
組
織
、
技
術
の
適
正
な
利
用
、

費
用
を
で
き
る
だ
け
安
く
す
る
こ
と
で
模
範
的
で
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
、
と
く
に
Ｌ
Ｐ
Ｇ
を
系
統
的
に
援
助
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

そ
う
し
た
も
の
と
し
て
、
種
実
や
苗
木
、
種
畜
や
用
畜
を
、
契
約
で
き

め
ら
れ
た
期
限
に
Ｌ
Ｐ
Ｇ
に
提
供
す
る
こ
と
、
生
産
の
機
械
化
や
技
術

化
に
、
お
い
て
、
ま
た
職
業
教
育
に
お
い
て
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
を
支
援
す
る
こ
と

た
ど
が
あ
る
。

　
一
九
五
六
年
末
に
Ｄ
Ｄ
Ｒ
に
は
四
六
九
の
Ｖ
Ｅ
Ｇ
が
存
在
し
た
が
、

そ
の
う
ち
九
農
場
が
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
に
あ
っ
た
。
っ
ぎ
の
と
お

り
で
あ
る
（
一
〇
二
頁
の
図
を
も
参
照
）
。

ａｈ２ユ７ｎ

１
ｉ

ｌａＢ）ユ
ａｈ６６０１ｖ，ＯｋＣｕＬ－ＢＯｒＧ）２

ａｈ７１０１Ｗ
ｚ
ｏ

１
ｔ

ｎＮ－Ｂｍ
Ｇ）３

ａｈ４３３１ｎｅｇａｈＳ１ｅＰ

１
ｅ

Ｋ

４
）

ａｈ３８４ｎｅｇ
ａｈｎｅｕａＬ）５

ａｈ６７２１ｎ
■
１

ＰＰｅＬ）６
ａｈ１１３ｎｅ

ｇａｈｎｅ竹Ｏ）７

ａｈ７８ｅ１ｈ
…
ｕ

ｍ
ｎ
ｓｗ賄

８
）

ａｈ８０８ｖ，０１ｅｂ
飢Ｗ

９
）

ａｈ４９０７計合

％１

４
・

１の地用農内郡）注

東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
民
主
的
土
地
改
革
と
農
業
の
杜
会
主
義
化
ｏ
（
大
藪
）

一
九

　
く
向
○
吋
四
旨
目
と
オ
睾
－

訂
一
◎
考
は
、
農
林
省
に
よ

っ
て
動
物
飼
育
農
場
と
し

て
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
他

の
農
場
は
、
一
般
的
生
産

経
営
だ
が
、
種
実
や
苫
木

の
広
汎
た
増
殖
を
行
な
っ

．
（
二
四
三
）



展発の化械機るげおにＧＥＶ表
１
８第

立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
二
号
）

ンイ
ぐノンコ機付植薯鈴馬機穀脱機播条

　
）一
算

タ
換
ク
カ

ラ
距
～

ト
ー
５

１
（

期

１
２ｕ

２
１

２
４

１
９

３
１

１５１

６８２

ユ

ー
・

年
５
２

１
９

ユ

ー
．

年
５
７

！
９

て
い
る
。
○
ヰ
聲
ぎ
ｏ
ｑ
ｇ
は
、
主
と
し
て
以
前

の
６
Ｂ
Ｌ
の
土
地
か
ら
構
成
さ
れ
た
い
わ
ゆ

る
集
合
農
場
で
あ
る
。
小
規
模
の
く
向
○
内
甲

き
易
昌
夢
Ｈ
ｏ
は
主
と
し
て
園
耕
を
目
指
し
て

い
る
。
そ
の
高
い
家
畜
頭
数
が
、
そ
れ
に
大
量

の
有
機
質
肥
料
を
確
保
さ
せ
て
い
る
。

　
労
働
生
産
性
増
大
の
主
な
原
因
は
、
杜
会
主

義
的
諸
関
係
の
下
で
は
、
生
産
の
機
械
化
と
自

動
化
で
あ
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
ま
ず
Ｖ
Ｅ
Ｇ
に
お
け
る
近
代
技

術
の
適
用
を
み
る
と
、
第
一
八
表
か
ら
次
の
結

論
が
生
ず
る
。

　
回
　
一
九
五
二
年
か
ら
一
九
五
七
年
に
か
け

て
、
技
術
装
備
は
次
の
よ
う
に
高
ま
っ
た
。

　
ト
ラ
ク
タ
ー
（
一
五
馬
力
）
　
一
八
九
・
四
％

　
条
播
機
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
三
二
％

　
脱
穀
機
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
・
二
劣

　
馬
鈴
薯
植
付
機
　
　
　
　
　
一
〇
〇
　
　
％

　
コ
ソ
バ
イ
ン
　
　
　
　
　
ニ
○
○
　
　
％

　
帖

る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇
　
（
二
四
四
）

Ｖ
Ｅ
Ｇ
と
以
前
の
ユ
ソ
カ
ー
農
場
の
主
要
生
産
手
段
を
対
比
す

一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
で
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｖ
Ｅ
Ｇ
　
　
　
　
ユ
ン
カ
ー
農
場

　
ト
ラ
ク
タ
ー
（
一
五
馬
力
）
　
　
　
四
・
〇
三
　
　
〇
・
八
三

　
条
播
機
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
・
四
四
　
　
　
〇
・
○
八

　
脱
穀
機
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
・
三
四
　
　
　
〇
・
一
八

　
馬
鈴
薯
植
付
機
　
　
　
　
　
　
　
　
○
・
一
五
　
　
　
〇
・
○
○

　
コ
ン
バ
イ
ン
　
　
　
　
　
　
○
・
一
七
　
　
〇
・
〇
一

　
こ
の
比
較
に
よ
れ
ぼ
、
Ｖ
Ｅ
Ｇ
は
過
去
の
ユ
ン
カ
ー
的
１
１
資
本
主
義

的
大
農
場
よ
り
も
、
技
術
的
に
さ
ら
に
。
著
し
く
発
展
し
て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
、
過
去
一
二
年
問
に
農
業
技
術
は
一
般
的
に
進
歩
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
相
違
を
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
こ
れ
に
帰
着
さ
せ
る
の
は
あ
や
ま
り

で
あ
ろ
う
。
問
題
な
の
は
、
杜
会
主
義
的
生
産
諸
関
係
の
優
越
性
か
ら

生
ず
る
原
則
的
相
違
で
あ
る
。

　
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
の
よ
う
た
お
く
れ
た
郡
に
お
い
て
は
、
農
業

に
お
け
る
近
代
的
技
術
と
科
学
的
知
識
の
導
入
と
適
用
は
、
と
く
に
重

要
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
、
Ｍ
Ｔ
Ｓ
が
農
村
に
お
け
る
近
代
的

技
術
と
科
学
の
主
要
な
中
心
で
あ
る
こ
と
を
み
た
。
こ
こ
か
ら
、
Ｌ
Ｐ

Ｇ
は
技
術
的
１
－
科
学
的
援
助
を
受
け
、
個
人
農
経
営
は
技
術
的
１
１
科
学



的
に
支
援
さ
れ
て
い
る
。
Ｍ
Ｔ
Ｓ
と
並
ん
で
Ｖ
Ｅ
Ｇ
は
、
国
家
的
…
杜

会
主
義
的
模
範
経
営
と
し
て
、
農
業
に
お
け
る
そ
れ
以
上
の
技
術
化
、

機
械
化
、
自
動
化
に
と
っ
て
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
同
じ
こ
と

が
、
政
治
的
な
点
で
Ｖ
Ｅ
Ｇ
に
つ
い
て
い
え
る
。
ぞ
れ
も
ま
た
農
村
に

お
け
る
労
働
者
階
級
の
拠
点
で
あ
る
。

分６４

ヒ

Ｏ
Ｏ

６

Ｏ
Ｏ

イ

ー
ハ
ｏ
４
（
）
Ｅ
ｏ

６
６
問

分

つ
ん
３

（
之
Ｑ
ｏ
８

械

９
寺
，
Ｈ

１
上
Ｏ
ム

３

機

＝

全

１
１Ｏ
０
３
０
８

１

完

Ｍ

８

８

５

５

ユ

８

Ｄ

４
７
’
４
「
ｏ
ｏ
Ｄ

５

３

５

■

｝タ６１

法

（
）
Ｏ
（
ｏ
Ｏ
Ｏ
（
Ｏ
ｎ
幻

１

６

４

Ｏ

Ｏ
１
日
い

分

２

３

２

３

８，
９
寺
，
町

方

２
ｏ
ｏ
［
ｏ

６
呂
■

、

し

，
，１
１
■

１

Ｏ
（
）
つ
、
Ｕ
Ｏ
Ｏ

３

古

Ｍ

８
ｏ
ｏ
「
ｏ

５

６

２

Ｄ

４
７
’
４
一
Ｌ
０
１
■

４

５

７
’

１

耕
備
紅
培
穫

準

計

床極

利
牛
播
耕
肥
収

合

　
郡
内
で
機
械
化
が
今
ま
で
に
最

も
進
歩
し
て
い
る
の
は
く
向
ｏ

考
竃
訂
Ｈ
◎
考
で
あ
る
。
一
九
五
七

年
に
は
、
こ
の
Ｖ
Ｅ
Ｇ
に
二
台
目

の
コ
ン
バ
ィ
ン
が
来
る
。
そ
れ
に

よ
っ
て
穀
物
栽
培
と
穀
物
収
穫
の

完
全
機
械
化
の
前
提
が
与
え
ら
れ

る
。
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
の
穀
物

の
賃
銀
費
用
は
計
画
で
は
上
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
　
一
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
穀
物
の
た
め
の
労
働
投
下
は

三
二
・
五
時
問
だ
け
減
少
す
る
。

東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
民
主
的
土
地
改
革
と
農
業
の
杜
会
主
義
化
ｏ
（
大
藪
）

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
三
〇
ド
ッ
ベ
ル
ッ
ェ
ン
ト
ナ
ー
と
す
れ
ぼ
、
一
ド

ッ
ベ
ル
ツ
ェ
ン
ト
ナ
ー
当
り
の
労
働
投
下
は
僅
か
一
・
一
時
問
で
あ
る
。

こ
れ
は
こ
の
時
期
の
世
界
水
準
に
一
致
す
る
。
た
と
え
ぼ
、
イ
ギ
リ
ス

の
農
業
大
経
営
で
は
穀
物
一
ド
ッ
ベ
ル
ツ
ェ
ン
ト
ナ
ー
当
り
二
・
五
労

働
時
問
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
大
穀
物
農
場
や
ソ
連
の
ソ
ホ
ー
ズ
で
は

平
均
一
・
一
労
働
時
間
が
投
下
さ
れ
て
い
る
。
穀
物
収
穫
の
完
全
機
械

化
は
、
一
九
六
〇
年
ま
で
に
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
の
全
Ｖ
Ｅ
Ｇ
で
行

な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
霧
耕
作
物
に
お
け
る
機
械
化
は
現
在
ま
で
あ
ま
り
発
達
し
て
い
な
い
。

馬
鈴
薯
の
場
合
、
く
向
○
考
ｏ
ま
９
ｏ
オ
に
お
け
る
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り

労
働
投
下
は
、
現
在
二
六
三
時
問
で
あ
る
。
現
在
最
良
の
馬
鈴
薯
栽
培

機
を
完
全
に
使
用
し
た
場
合
、
そ
れ
は
二
四
八
時
問
に
減
少
さ
れ
る
。

馬
鈴
薯
と
甜
菜
は
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
の
Ｖ
Ｅ
Ｇ
の
耕
地
の
約
三
分

の
一
を
占
め
て
い
る
。
労
働
ピ
ー
ク
は
両
者
と
も
撫
育
労
働
の
時
期
と

収
穫
期
に
生
ず
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
労
働
力
を
節
約
す
る
機
械
体
系
を

創
出
し
導
入
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
同
じ
こ
と
は
、
畜
舎
労
働
や
屋
内
労
働
に
も
あ
て
は
ま
る
。
こ
う
し

て
現
在
ま
だ
厩
肥
の
搬
出
の
た
め
の
満
足
す
べ
き
機
械
体
系
が
存
在
し

て
い
な
い
。
そ
の
結
果
、
冬
作
物
の
た
め
に
厩
肥
を
畑
に
運
ぶ
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
　
（
二
四
五
）



加増の数頭畜家のＧＥＶ９の郡クルブスラトユン表
１
９第

立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
二
号
）

禽家

うよちが鶏
羊

豚牛

豚雌ちう数総牛乳ちう数総

ｕ
３
０

０５ユ

８０３１

２４３３

０４５

５０４，５

５３７

４
・

６
９

１９６

７３９

０６６

ユ３５６

３ユ８９

６
０

０４６

０６８

０
　
８

ｏ
Ｊ
　
０

１
■
　
　
〇
一

．
　
１
■

７ーユ２

１
■
　
　
１
■
　
　
１
↓

ｏ
ｏ
　
３
　
　
ｏ
ｏ

２
一
２
一
２
．

１
■
　
　
１
上
　
　
１
↓

年
年
年

Ｆ
Ｏ
　
　
（
Ｚ
　
　
＾
０

４
　
　
Ｅ
リ
　
Ｆ
ｏ

Ｏ
）
　
０
）
　
Ｏ
）

１
↓
　
　
１
↓
　
　
１
■

で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、
同
じ
時
期
に

褥
耕
作
物
の
収
穫
が
あ
り
、
労
働
過
重
に

な
る
か
ら
で
あ
る
。
冬
期
に
な
っ
て
初
め

て
、
そ
の
た
め
の
労
働
力
が
自
由
に
な
る

が
、
そ
れ
は
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
収
量
に
悪

影
響
を
お
よ
ぼ
す
。

　
畜
産
の
発
展
は
第
一
九
表
の
と
お
り
で

あ
る
。

　
倒
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
異
常
に
少

な
い
家
畜
頭
数
に
比
較
し
て
、
シ
ュ
ト
ラ

ス
ブ
ル
ク
郡
の
九
つ
の
Ｖ
Ｅ
Ｇ
の
家
畜
保

有
は
、
一
九
五
六
年
二
一
月
三
一
日
ま
で

に
著
し
く
増
加
し
た
。
そ
の
場
合
、
忘
れ

て
な
ら
な
い
の
は
、
Ｖ
Ｅ
Ｇ
の
家
畜
は
、

そ
の
大
部
分
が
精
選
さ
れ
た
種
畜
で
あ
り
、

そ
れ
は
単
純
な
用
畜
に
く
ら
べ
て
調
達
す

る
の
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

Ｖ
Ｅ
Ｇ
は
ま
た
継
続
的
に
種
畜
や
用
畜
を

国
家
的
取
引
会
計
を
通
じ
て
か
、
ま
た
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二
　
（
二
四
六
）

直
接
に
、
そ
の
他
の
杜
会
主
義
的
経
営
に
交
付
す
る
。
こ
こ
か
ら
、
一

九
五
二
年
か
ら
一
九
五
六
年
に
か
げ
て
の
羊
の
頭
数
の
減
少
が
説
明
さ

れ
る
。
県
段
階
で
は
羊
の
頭
数
は
滅
少
せ
ず
、
右
の
期
問
に
五
二
、
四

四
〇
頭
だ
げ
増
加
し
た
。
Ｖ
Ｅ
Ｇ
の
豚
の
頭
数
は
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

当
り
二
二
八
・
三
頭
で
郡
平
均
の
一
一
六
・
八
頭
を
大
巾
に
越
え
て
い

る
。
牛
の
頭
数
は
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
二
九
・
八
頭
で
、
今
目
た

数頭畜家り当
ａｈ０

１
０のＧＥＶのつ９表

２
０第

）１３

２
一

１

６
，

５９１（

一

４
８
　
　
０
６

Ｏ

７

羊

８
７
１
６
一
７
７
８
９
一

一
７
８
一

６６

１

豚雌

１

７
５
６
０
２
４
６
７

２

ち

３
４
４
８
１
５
９
９
９

３

１
↓
１
■
１
■
■
■
１
■

１
■
８

ユ

豚

う数

６
８
４
９
３
９
９
５
１

３

０
３
５
２
９
６
４
８
７

８

３
６
４
３
０
４
９
５
０

３

総

■
１
　
　
１
↓
ｎ
Ｚ
１
－
一

１
↓
Ｏ
Ｏ

１

牛乳

１
６
４
６
３
５
１
９
３

ユ

ち

０
１
６
４
９
６
３
１
０

２

１
■
１
■
１
■
１
■

１
１
１
・
一
〇
〇

１

牛

う数

５
４
５
３
６
７
０
６
６

８

２
３
７
２
２
１
１
８
１

９

公
心
系

２
３
３
４
２
』
１
３
２
６

２

一
一
嚢
一

均平ＧＥｙ



お
個
人
農
経
営
や
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
そ
れ
以
下
で
あ
る
の
は
、
現
在
、
多
数
の

家
畜
の
た
め
の
畜
舎
が
ま
だ
十
分
で
な
い
た
め
で
あ
る
。
よ
り
大
き
な

畜
舎
が
存
在
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
牛
の
頭
数
も
多
い
。

　
り
　
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
の
各
Ｖ
Ｅ
Ｇ
の
家
畜
頭
数
の
問
に
は
大

き
な
相
違
が
あ
る
。
そ
れ
は
第
二
〇
表
の
．
と
お
り
で
あ
る
。
一
〇
〇
ヘ

ク
タ
ー
ル
当
り
最
小
の
牛
頭
数
は
集
合
農
場
○
暮
ｇ
｝
５
ぴ
ｑ
彗
の
一
一
．

四
頭
、
最
大
は
く
目
ｏ
寮
く
ｏ
易
昌
亭
Ｈ
ｏ
の
六
丁
六
頭
で
あ
る
。

く
向
○
肉
署
ｏ
易
旨
婁
Ｈ
ｏ
は
ま
た
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
最
大
の
豚

頭
数
を
持
っ
て
い
る
の
に
、
○
暮
ｇ
ぎ
。
ｑ
雪
は
最
小
で
あ
る
。
家
畜
頭

数
に
。
お
け
る
大
き
な
相
違
は
、
畜
舎
面
積
の
大
き
さ
の
相
違
か
ら
説
明

さ
れ
る
。
く
向
Ｏ
・
寄
き
易
昌
夢
宥
は
、
比
較
的
に
、
最
大
の
牛
舎
と

豚
舎
を
持
っ
て
い
る
。
過
去
数
年
問
に
、
そ
の
他
の
Ｖ
Ｅ
Ｇ
に
、
さ

し
あ
た
り
種
豚
と
肥
育
豚
の
た
め
の
畜
舎
が
つ
く
ら
れ
た
。
大
き
な

肥
育
豚
の
施
設
（
千
頭
か
ら
二
千
頭
用
）
が
、
　
く
向
○
ａ
召
ｏ
Ｈ
乙
。
ぎ
ぴ
ｑ
彗
・

９
◎
甲
胃
旨
８
き
オ
０
ま
Ｏ
Ｈ
Ｏ
オ
一
－
彗
彗
ぎ
需
Ｐ
－
８
豆
ｂ
に
建
設
さ

れ
た
。
こ
う
し
た
畜
舎
の
建
築
は
豚
頭
数
が
比
較
的
多
く
な
る
た
め
の

前
提
で
あ
っ
た
。
第
二
次
五
ヵ
年
計
画
で
は
投
資
は
主
と
し
て
乳
牛
と

仔
牛
の
畜
舎
の
建
設
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。

　
０
　
郡
内
の
Ｖ
Ｅ
Ｇ
の
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
平
均
家
畜
頭
数

較比数頭畜家の場農士騎場農営国ＧＥＶ表
２
１第

１

７
０
つ
山
９
０

羊

６
【
ｏ
８
８
０

６

４

８

８

６

ユ

豚雌

２

ち

３ユ

一
一
．

豚

う

ｉ
　
、
数

３
０
４
４
０

８
８
９
４
０

３
２
３
４
２

公
心
↓
不

ユ

、

牛乳

１
０
６
２
０

ち

２
１
７
５
２

ー
ム
ー
■
１
■

１

牛

う

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

数

８
０
４
７
０

９
（
ｏ
ｏ
）
つ
ｏ
５

絵
↓
祁

２
３
２
２
２

ｎ９
ｅ
ｗ
改

ａ

Ｏ

ｅ

１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
改
善
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
養
の
特
別
の
場
合
は
、
国
営
農
場
団
竺
ぎ
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
に
お
い
て
指
導
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
え
、
Ｖ
Ｅ
Ｇ
の
平
均
と
比
較
し
て
も
こ
の
国
営
農
場
の
方
が
有
利
で

東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
民
主
的
土
地
改
革
と
農
業
の
杜
会
主
義
化
ｏ
（
大
藪
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
…
　
（
二
四
七
）

（
一
九
五
六
年
）
を
、
以
前
の
国
有
地

や
騎
士
領
地
の
そ
れ
（
一
九
三
八

年
）
と
対
比
す
れ
ぼ
第
二
一
表
の

と
お
り
で
あ
る
。

　
こ
の
比
較
で
は
、
Ｖ
Ｅ
Ｇ
が
豚

飼
養
で
以
前
の
ユ
ン
カ
ー
農
場
を

は
る
か
に
越
え
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
僅
か
の
例
外
を
別
と
す
れ

ば
、
以
前
に
は
大
土
地
所
有
者
ぱ

穀
作
と
牧
羊
に
集
中
し
て
い
た
。

そ
れ
は
、
た
と
え
ぼ
何
故
羊
の
頭

数
が
、
当
時
は
今
日
の
Ｖ
Ｅ
Ｇ
に

お
け
る
よ
り
も
多
い
か
を
も
説
明

す
る
。
し
か
し
、
Ｖ
Ｅ
Ｇ
は
羊
飼

養
を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、

一
九
四
五
年
以
前
の
牛
と
羊
の
飼

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
は
今
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ



　
　
　
　
立
命
経
済
学
館
（
第
十
九
巻
・
第
二
号
）

あ
る
。
く
向
○
ｂ
Ｕ
昌
，
は
、
そ
の
年
々
増
加
す
る
牛
と
羊
の
頭
数
で
、

以
前
の
頭
数
ピ
ー
ク
を
凌
駕
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
く
向
○
オ
Ｏ
ま
９
０
事

と
？
９
１
旨
葦
Ｓ
幸
と
は
、
今
日
す
で
に
以
前
の
指
導
的
な
国
営
農
場

団
昌
巨
よ
り
も
多
く
の
牛
頭
数
を
持
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
に
植
物
生

量収均平り当ルタクヘの郡
クルブスラトユシ表

２
２第

農

５

人

４
２
４
２
一
」
ｏ
［
ｏ

７

２
２
２
２
２
２

４

５
０

ｏ
’
８
１
１
Ｆ
ｏ

個

０
４
１
人

３

Ｚｄ

’
均

７
‘
Ｏ
り
＾
７

８
Ｆ
ｏ

年

平

ｏ
ｏ
り
’
ｏ
＾
ｎ
６

４
５
５
６

２
２
２
２
２
２
２
７
ｏ
）
Ｏ

６

郡

１
■
「
Ｏ

５

り
ん
ユ
り
＾

９１

１
Ｆ
〇
一
」
ｏ

Ｇ

２

Ｅ

Ｅ
ｏ
４

り
＾
２

１
６
６
８
０
７

２
２
り
＾
２
ユ

Ｏ
Ｏ

ｙ

「
Ｏ
ｏ
Ｏ
「
Ｏ

２
１
ｏ
ｏ

農

１

人

８
４
Ｆ
ｏ
６

一
Ｌ
ｏ
４

２
２
２
２
２
２

０
２
３
５

個

１
・
一
ｎ
６
ｎ
６
（
Ｏ

Ｑ
Ｕ
２

４

Ｚ

１

ｄ

均
２
一
〇
〇

Ｏ
）
９
】
一
Ｌ
０

年

平

８
４

Ｆ
Ｏ
’
Ｏ

Ｆ
ｏ
４

１
■
１
■

（
ｚ
（
６

２
２
２
２

０
５

郡

１
２
つ
＾
（
ｏ

４

ｏ
Ｏ
ｎ
Ｚ

４

５９

１

１

Ｇ

０
６

－
」
リ
ー
■

ｏ
◎
７

３
２
２
３
２
２
〇
一
Ｌ
ｏ

Ｏ
〇
一
Ｌ
０

Ｅ

２
１
９
６

Ｖ

ｏ
ｏ
２
つ
ｏ

麦
麦
麦
麦
麦
麦
菜
薯
ブ
物

産
の
状
況
を
み

よ
う
。
植
物
生

産
の
最
も
重
要

な
基
準
は
、
ヘ

ク
タ
ー
ル
当
り

収
量
の
高
さ
で

あ
る
。
第
二
二

表
を
み
る
と
、

　
↑
　
Ｖ
Ｅ
Ｇ

の
ヘ
ク
タ
ー
ル

当
り
平
均
収
量

は
、
穀
物
で
は

郡
平
均
よ
り
も

個
人
農
平
均
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
四
　
（
二
四
八
）

り
も
高
い
。
そ
れ
は
Ｖ
Ｅ
Ｇ
が
穀
物
経
営
で
は
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡

の
す
べ
て
の
農
業
経
営
の
ト
ッ
プ
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

　
似
　
甜
菜
と
馬
鈴
薯
で
は
、
Ｖ
Ｅ
Ｇ
は
ま
だ
最
高
に
は
達
し
て
い
な

い
。
そ
の
原
因
は
Ｖ
Ｅ
Ｇ
に
お
け
る
労
働
力
不
足
で
あ
る
。

　
○
　
飼
料
用
カ
ブ
や
飼
料
作
物
の
場
合
に
は
、
Ｖ
Ｅ
Ｇ
の
ヘ
ク
タ
ー

ル
当
り
収
量
は
個
人
農
と
同
じ
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
以
上
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
Ｖ
Ｅ
Ｇ
が
、
そ
の
畜
産
を
そ
れ
以
上
発
展
さ
せ
る
た
め

の
有
利
な
条
件
を
つ
く
る
過
程
に
あ
る
こ
と
を
示
レ
て
い
．
る
。

　
ユ
ン
カ
ー
農
場
の
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
収
量
と
比
較
す
れ
ぼ
、
平
均
し

て
以
前
の
状
態
を
越
え
て
い
る
。
け
れ
ど
も
一
九
四
五
年
以
前
に
は
、

今
日
ま
で
な
お
Ｖ
Ｅ
Ｇ
に
よ
っ
て
到
達
さ
れ
て
い
な
い
最
高
収
量
を
持

つ
農
場
が
存
在
し
た
。
こ
う
し
て
霊
巨
Ｐ
射
易
彗
ぎ
０
ｑ
９
一
昌
Ｈ
－
Ｏ
茅
－

ぎ
｛
と
い
っ
た
国
営
農
場
ま
た
は
ユ
ン
カ
ー
農
場
か
ら
は
、
小
麦
で
ヘ

ク
タ
ー
ル
当
り
四
〇
ド
ッ
ペ
ル
ツ
ェ
ン
ト
ナ
ー
の
最
高
収
量
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。
馬
鈴
薯
や
甜
菜
の
場
合
に
も
、
少
数
の
場
合
だ
が
今
日
な

お
到
達
さ
れ
て
い
な
い
最
高
収
量
が
存
在
し
た
。

　
Ｖ
Ｅ
Ｇ
は
、
有
利
な
農
業
技
術
的
前
提
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
ま

で
何
故
こ
う
し
た
最
高
収
量
に
到
達
し
て
い
な
い
の
か
と
い
う
問
題
が

生
ず
る
。
明
ら
か
に
、
こ
こ
に
。
は
、
一
方
で
は
今
日
の
技
術
の
高
い
発



展
状
態
や
杜
会
主
義
的
生
産
関
係
の
原
則
的
優
越
性
と
、
他
方
で
は
わ
　
　
に
配
置
さ
れ
て
い
た
。
以
前
の
所
有
者
や
借
地
人
の
一
部
は
、
多
量
の

が
Ｖ
Ｅ
Ｇ
の
平
均
的
に
は
高
い
が
、
な
お
上
述
の
最
高
値
庁
」
は
劣
る
へ
　
　
人
造
肥
料
を
適
用
し
、
量
目
同
度
に
白
給
肥
料
を
使
用
し
、
第
一
級
の
種

ク
タ
ー
ル
当
り
収
量
と
の
問
に
、
矛
盾
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
苗
を
栽
培
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
上
述
の
高
収
量
を
達
成
し
た
の
で
あ

　
こ
の
矛
盾
は
次
の
よ
う
な
根
拠
を
も
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
他
の
大
土
地
所
有
老
は
、
さ
ら
に
土
地
の
掠
奪
耕
作
を
行
な
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
麦
の
一
面
的
な
単
作
に
よ
っ
て
高
い
利
潤
を
得
よ
う
と
し
た
が
、
土

　
回
戦
時
中
と
戦
争
直
後
の
数
年
問
は
、
収
穫
量
は
非
常
に
減
少
し

た
二
一
う
し
て
二
九
四
五
年
か
ら
一
九
四
七
年
に
か
け
て
は
・
穀
物
縫
造
婁
良
す
る
か
、
少
な
く
と
森
持
す
る
た
め
に
は
、
僅
か
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
し
か
な
さ
た
か
っ
た
。
多
数
の
農
場
て
は
　
　
た
と
え
ば
オ
９
－

で
は
、
し
ば
。
し
ぼ
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
単
に
六
～
八
ド
ヅ
ベ
ル
ツ
ェ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訂
Ｈ
◎
考
に
お
い
て
　
　
こ
う
し
た
や
り
方
イ
、
土
壌
の
腐
植
土
の
欠
乏
か

ナ
ー
、
馬
鈴
薯
で
は
五
〇
ド
ッ
ペ
ル
ツ
ェ
ソ
ト
ナ
ー
、
甜
菜
で
は
七
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
じ
た
。
一
九
四
五
年
以
後
に
お
い
て
も
、
最
初
は
土
地
豊
度
を
高
め

ド
ヅ
ペ
ル
ツ
ェ
ソ
ト
ナ
ー
で
あ
っ
た
。
こ
ん
な
に
ま
で
低
下
し
た
ヘ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
仕
事
は
、
徐
徐
に
し
か
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
最
初
の
頃
、
し

タ
ー
ル
当
り
収
量
を
、
以
前
の
水
準
に
高
め
る
に
は
、
非
常
な
努
力
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
し
ぼ
経
営
指
導
老
が
変
っ
た
た
め
で
も
あ
る
。
一
九
五
〇
年
以
後
、

労
働
を
要
し
た
二
と
は
自
明
で
あ
る
。
と
く
に
何
年
問
も
十
分
な
肥
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
多
数
の
Ｖ
Ｅ
Ｇ
に
お
い
て
、
系
統
的
に
土
地
改
良
の
努
力
が
な
さ
れ

も
優
良
種
実
も
使
用
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
の
指
導
的
な
Ｖ
Ｅ
Ｇ
は
、
近
い
将
来
、
最

　
向
　
大
土
地
所
有
者
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
穀
作
に
集
中
し
て
い
た
。

そ
こ
で
は
畜
産
は
た
い
て
い
な
お
ざ
り
に
さ
れ
た
。
褥
耕
作
物
は
ユ
ン
　
　
良
の
国
営
農
場
や
騎
士
農
場
の
最
高
収
量
を
達
成
し
、
プ
て
れ
を
追
い
越

ヵ
１
農
場
で
も
栽
培
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
今
日
、
土
地
諸
関
係
と
　
　
す
で
あ
ろ
う
こ
と
が
期
侍
さ
れ
る
。

国
民
経
済
的
要
求
を
考
慮
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
程
度
に
は
、
は
る
か
　
　
　
Ｏ
　
わ
が
ｙ
Ｅ
Ｇ
の
指
導
部
と
勤
労
者
は
、
今
ま
で
は
、
か
れ
ら
に

に
及
ぼ
な
か
っ
ち
そ
の
結
果
、
以
前
に
は
労
働
力
問
題
は
、
数
的
に
　
　
杜
会
主
義
的
生
産
諸
関
係
が
あ
た
え
る
可
能
性
を
、
完
全
に
、
ま
た
は

は
今
日
程
ひ
っ
迫
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
ユ
ン
ヵ
１
時
　
　
い
く
ら
か
で
も
完
全
に
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と

代
の
高
い
搾
取
率
が
あ
る
。
総
じ
て
、
労
働
力
は
今
日
よ
り
も
集
約
的
　
　
は
技
術
的
能
力
の
最
適
利
用
、
杜
会
主
義
的
経
済
原
則
の
貫
徹
に
つ
い

　
　
　
　
東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
民
主
的
土
地
改
革
と
農
業
の
杜
会
主
義
化
ｏ
（
大
藪
）
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
五
　
（
二
四
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
二
号
）

て
い
え
る
が
、
ま
た
杜
会
主
義
的
労
働
規
律
の
状
態
に
も
あ
て
は
ま
る
。

ま
さ
に
こ
の
後
老
は
、
今
日
な
お
満
足
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
一
九

　
　
）

　
　
６

　
　
９
５
成
ｏ
構力働労のＧＥＶのつ９の郡

クルブスラトユシ表
２
３第

地

２
６
７
４
３
６
１
７
８

１
６
１
３
８
７
１
８
０
７
０
０
３
４
２
３
　
８

４

駅
礁

９０

，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
　
　
，

１
１
１
■
１
■
　
　
１
■

，７
■

習

２
９
２
２
０
ｎ
ユ
５
６
一

一
１

０２

見

１

訳

理

１
２
３
７
０
７
５
６
９

１
■
１
■
１
■
１
■
１
■

Ｏ９

管育

０
７
４
４
０
５
５
６
８

２
２
３
４
１
３

９

１

９１

内
司
食

圃
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
１
８
６
８
３
０
１
０
３
９
６
２
７
２
６
４
２
３
７

８２

１
１
　
　
１
↓
　
　
■
↓

耕

７

数

８
７
５
５
１
９
０
５
７

２
６
４
９
８
３
３
４
０

７

数

在

３

１
１
１
１
　
　
り
々

１

ユ

現

，

力

ユ

■

働

画

１
８
１
４
１
２
２
５
６

７
８
０
５
８
８
４
４
２

Ｏ９

労

ユ
ー
２
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＾
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計
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り
当
ａ
ｈ
Ｏ
０
１
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０
６
１
１
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力
働
労
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人
８
９
０
０
２
９
９
２
７
‘
１
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１
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７
３
１
１
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１
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働
労

圃
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理
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耕
飼
管
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計
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
六
　
（
二
五
〇
）

四
五
年
以
前
に
ユ
ン
カ
ー
農
場
で
は
、
出
来
高
払
い
労
働
、
縦
隊
制
度
、

現
物
賃
金
、
解
約
の
威
嚇
等
に
よ
る
労
働
規
律
が
強
制
さ
れ
た
の
だ
が
、

こ
う
し
た
方
法
は
、
わ
が
労
働
者
１
１
農
民
国
家
に
は
無
縁
で
あ
る
。
Ｖ

Ｅ
Ｇ
に
お
け
る
労
働
規
律
は
、
勤
労
者
の
次
の
よ
う
な
意
識
、
つ
ま
り
、

か
れ
ら
は
自
分
自
身
の
経
営
で
働
い
て
お
り
、
か
れ
ら
の
国
民
と
自
分

白
身
の
た
め
に
働
い
て
い
る
と
い
う
意
識
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

　
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
の
Ｖ
Ｅ
Ｇ
に
お
い
て
も
、
最
も
困
難
な
問
題

の
一
つ
は
労
働
力
問
題
で
あ
る
。

　
第
二
三
表
か
ら
っ
ぎ
の
こ
と
が
わ
か
る
。

　
回
．
計
画
数
に
対
し
て
総
数
で
二
五
三
人
不
足
し
て
い
る
。
そ
れ
に

加
え
て
、
一
二
〇
人
の
見
習
が
い
る
が
、
こ
れ
は
職
業
教
育
が
主
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
、
完
全
な
労
働
力
に
は
数
え
ら
れ

ａｈ４９０７は積面地用農）注

な
い
。

　
け
オ
　
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
に
換

算
す
る
と
、
実
際
に
。
存
在
す
る
労
働
力

は
、
見
習
を
も
含
め
て
各
労
働
部
門
に

平
均
し
て
上
の
よ
う
に
配
分
さ
れ
て
い

る
。　

管
理
部
門
で
働
い
て
い
る
労
働
力
は



農
繁
期
だ
け
に
限
ら
れ
、
見
習
は
教
育
過
程
に
あ
る
の
で
三
〇
％
に
換
　
　
　
ｏ
農
業
見
習
は
、
騎
士
農
場
や
国
営
農
場
一
」
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

算
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
の
　
　
Ｖ
Ｅ
Ｇ
の
見
習
の
場
合
、
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
か
れ
ら
が
教
育
過
程

平
均
労
働
力
は
二
二
・
六
人
に
な
る
。
く
向
０
９
９
１
－
暮
ぎ
考
と
　
　
に
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
Ｖ
Ｅ
Ｇ
の
労
働
力
と
し
て
は
約
三
〇
％
に
し
か

■
ｏ
君
巨
が
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
最
も
多
く
の
労
働
力
を
持
ち
、
　
　
計
算
さ
れ
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

○
慧
ま
晶
彗
が
最
も
少
な
い
労
働
力
を
持
っ
て
い
る
。
園
耕
労
働
力
　
　
　
ゆ
農
繁
期
中
Ｖ
Ｅ
Ｇ
に
は
、
経
験
に
よ
れ
ぼ
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
持
っ
く
向
○
射
婁
ｏ
易
昌
亭
－
ｏ
を
別
に
す
れ
ぼ
、
シ
ュ
ー
ト
ラ
ス
ブ
ル
　
　
当
り
約
二
人
の
労
働
力
が
っ
け
加
わ
る
。
そ
れ
は
Ｖ
Ｅ
Ｇ
の
管
理
者
と

ク
郡
の
Ｖ
Ｅ
Ｇ
の
労
働
力
数
は
Ｄ
Ｄ
Ｒ
の
平
均
以
下
で
あ
る
。
た
と
え
　
　
村
か
ら
の
労
働
予
備
お
よ
び
工
業
地
区
か
ら
の
手
伝
人
で
あ
る
。

ば
、
ラ
ィ
プ
チ
ツ
ヒ
県
の
く
向
Ｏ
弓
昌
・
っ
。
。
巨
と
ら
旺
〒
オ
ｏ
寿
彗
で
　
　
　
こ
う
し
た
点
を
考
慮
す
る
な
ら
ぼ
、
す
で
に
ー
述
べ
た
よ
う
に
、
ｙ
Ｅ

は
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
二
四
人
の
労
働
力
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
Ｇ
に
お
い
て
は
、
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
一
三
・
六
人
の
常
用
労
働

　
今
日
の
Ｖ
Ｅ
Ｇ
の
労
働
力
数
を
、
以
前
の
ユ
ソ
ヵ
１
農
場
の
そ
れ
と
　
　
力
に
た
る
。
以
前
の
ユ
ン
ヵ
１
農
場
に
は
、
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り

比
較
す
る
の
に
は
困
難
が
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、
以
下
の
諸
点
を
注
意
　
　
六
・
七
人
の
常
用
労
働
力
し
か
い
な
か
っ
た
。
農
繁
期
に
は
、
そ
の
数

し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
と
く
に
多
数
の
外
国
人
シ
ュ
ニ
ッ
タ
ー
に
，
よ
っ
て
一
六
・
四
人
に
ー

　
働
　
ユ
ソ
カ
ー
や
大
土
地
所
有
者
は
、
比
較
的
少
数
の
基
幹
常
用
必
　
　
増
加
し
た
。

働
者
を
保
持
し
て
い
た
。
三
月
か
ら
一
一
月
ま
で
、
か
れ
ら
は
季
節
労
　
　
　
そ
れ
ゆ
え
、
以
前
の
ユ
ン
カ
ー
農
場
の
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
常

働
者
を
引
入
れ
た
が
、
そ
れ
は
き
び
し
い
出
来
高
払
い
で
働
い
た
。
そ
　
　
用
労
働
力
は
、
今
日
の
ｖ
Ｅ
Ｇ
の
そ
れ
の
五
〇
％
以
下
で
あ
っ
た
。
そ

れ
に
よ
っ
て
、
か
れ
ら
は
冬
期
の
賃
銀
を
節
約
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
は
、
常
用
労
働
力
を
少
し
し
か
使
用
し
な
い
が
、
多
数
の
季
節
労
働

　
向
　
ユ
ン
カ
ー
農
場
に
お
け
る
牛
と
豚
の
頭
数
は
、
平
均
し
で
今
日
　
　
力
、
と
く
に
外
国
人
シ
ュ
ニ
ヅ
タ
ー
を
使
用
す
る
と
い
う
ユ
ン
カ
ー
の

の
Ｖ
Ｅ
Ｇ
に
お
け
る
よ
り
も
少
な
か
っ
た
。
極
め
て
労
働
集
約
的
な
霧
　
　
戦
術
の
た
め
で
あ
る
。
こ
の
戦
術
は
、
農
業
労
働
者
が
以
前
に
お
ち
こ

耕
作
物
の
栽
培
も
、
今
日
よ
り
著
し
く
少
な
か
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
で
い
た
き
び
し
い
搾
取
を
示
し
て
い
る
。
少
数
の
常
用
労
働
力
は
、

　
　
　
　
東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
民
主
的
土
地
改
革
と
農
業
の
杜
会
主
義
化
ｏ
（
大
藪
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
七
　
（
二
五
一
）
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そ
の
上
に
、
今
日
Ｖ
Ｅ
Ｇ
に
お
げ
る
よ
り
も
は
る
か
に
僅
か
の
技
術
し

か
使
用
で
き
な
か
っ
た
。
労
働
密
度
は
過
去
に
は
、
も
っ
と
高
く
、
そ

の
上
に
な
お
労
働
目
は
も
っ
と
長
か
っ
た
。
し
か
し
、
賃
銀
は
今
日
よ

り
は
る
か
に
低
か
っ
た
。
労
働
力
は
た
い
て
い
、
そ
の
価
値
以
下
に
支

払
わ
れ
て
い
た
。

　
全
労
働
力
（
常
用
十
季
節
雇
）
を
対
比
す
れ
ば
、
ユ
ン
カ
ー
農
場
が
一

〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
二
・
八
人
だ
け
有
利
で
あ
る
。
Ｖ
Ｅ
Ｇ
の
、
は

る
か
に
改
良
さ
れ
た
技
術
は
、
こ
の
二
・
八
人
の
差
を
相
殺
す
る
だ
け

で
は
な
い
。
そ
れ
は
養
畜
の
増
加
と
籍
耕
作
の
増
加
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

労
働
密
度
の
低
下
と
、
そ
れ
に
よ
る
労
働
の
軽
減
に
導
い
た
。
Ｖ
Ｅ
Ｇ

の
全
労
働
力
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、
機
械
化
の
遂
行
が
決
定
的
な

意
義
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
高
い
技
術
だ
け
で
は
、
な
お
労
働
生

産
性
の
増
大
に
導
か
な
い
　
　
そ
れ
は
高
度
の
杜
会
主
義
的
意
識
と
、

立
派
た
専
門
知
識
を
持
っ
た
人
問
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
た
い
。

重
要
な
の
は
、
労
働
力
の
数
だ
け
で
は
な
く
て
、
ま
た
そ
の
質
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
も
う
一
度
強
調
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
こ
と
は
、
Ｖ
Ｅ
Ｇ

が
農
業
に
お
け
る
杜
会
主
義
的
セ
ク
タ
ー
の
重
要
な
構
成
部
分
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
に
お
け
る
新
し

い
も
の
を
体
現
し
て
い
る
。
戦
後
の
困
難
な
諸
条
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
八
　
（
二
五
二
）

そ
れ
は
す
で
に
今
日
平
均
し
て
、
以
前
の
騎
士
農
場
や
国
営
農
場
よ
り

も
高
い
発
展
状
態
に
達
し
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｖ
Ｅ
Ｇ
の
指
導
部
や
従

業
員
は
ま
だ
、
こ
の
杜
会
主
義
的
経
営
が
提
供
す
る
す
べ
て
の
可
能
性

を
利
用
し
つ
く
し
て
は
い
な
い
。
目
標
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
の

Ｖ
Ｅ
Ｇ
が
完
全
に
模
範
的
な
大
経
営
に
な
る
よ
う
に
す
べ
て
の
努
力
を

煩
げ
る
こ
と
で
あ
る
。

地
区
農
業
経
営
６
Ｌ
Ｂ

　
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
で
最
も
困
難
な
問
題
は
、
地
区
農
業
経
営

（
９
０
０
：
邑
事
９
－
§
芽
一
募
ｏ
罫
｛
け
。
。
げ
琴
雲
ｏ
）
の
問
題
で
あ
る
。
　
一
九
五

六
年
一
二
月
三
一
目
に
、
そ
れ
は
三
三
経
営
、
農
用
地
面
積
七
、
六
一

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
ノ
イ
ブ
ラ
ソ
デ
ン
ブ
ル
ク
県
の
一
〇
Ｌ
Ｂ
面
積
の
約

三
〇
％
を
占
め
、
県
内
で
は
他
を
引
離
し
て
ト
ッ
プ
に
立
っ
て
い
る
。

一
〇
Ｌ
Ｂ
は
郡
内
で
経
済
的
・
組
織
的
に
ー
最
も
弱
体
な
農
業
経
営
で
あ
る
。
．

そ
の
原
因
は
主
と
し
て
そ
の
成
立
史
の
中
に
あ
る
。

　
回
　
以
前
の
ユ
ン
カ
ー
農
場
や
国
営
農
場
に
は
、
し
ぼ
し
ば
、
そ
の

所
有
者
に
よ
っ
て
、
何
年
問
も
と
く
に
荒
し
た
ま
ま
に
さ
れ
て
い
る
か
、

ま
た
は
自
然
条
件
か
ら
耕
作
の
困
難
な
土
地
が
あ
っ
た
。
し
ぼ
し
ば
、

そ
れ
は
農
場
か
ら
な
お
数
キ
ロ
離
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
そ
れ
は
休



閑
地
や
荒
蕪
地
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
や
せ
た
牧
羊
地
と
し
て
使
わ
れ
　
　
べ
て
の
６
Ｌ
Ｂ
は
一
定
の
時
期
に
Ｌ
Ｐ
Ｇ
に
変
え
ら
れ
る
か
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ

て
い
た
。
そ
れ
に
た
い
し
て
、
民
主
的
土
地
改
革
遂
行
の
際
、
希
望
者
　
　
に
併
合
さ
れ
、
ま
た
は
何
ら
か
の
形
で
有
益
な
杜
会
主
義
的
農
業
経
営

が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
理
解
で
き
る
。
一
九
四
五
年
ま
で
　
　
に
さ
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
塊
状
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
に
存
在
し
た
五
一
の
騎
士
農
場
と
九
つ
の
国
営
　
　
　
働
労
働
力
数
は
、
一
〇
Ｌ
Ｂ
の
郡
平
均
で
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り

農
場
に
は
、
こ
う
し
て
比
較
的
多
く
の
残
余
地
が
残
っ
て
い
た
。
ブ
て
れ
　
　
七
・
八
人
で
あ
る
。
二
っ
の
大
き
な
Ｏ
Ｌ
Ｂ
、
』
晶
ｏ
奉
と
オ
◎
巨
品
斤

は
、
戦
後
も
依
然
と
し
て
休
閑
地
で
あ
っ
た
。
一
九
四
七
年
以
後
、
そ
　
　
は
、
お
の
お
の
約
八
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
用
地
を
持
っ
て
い
る
が
、

の
土
地
は
、
非
常
た
困
難
を
克
服
し
て
漸
次
経
営
さ
れ
る
よ
ラ
に
な
っ
　
　
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
僅
か
五
人
の
労
働
力
し
か
い
な
い
。
そ
の
結

た
。
最
初
は
郡
参
事
会
の
、
後
に
１
は
市
町
村
参
事
会
の
指
導
の
下
に
。
　
　
果
、
経
営
の
遂
行
に
多
く
の
困
難
が
あ
り
、
生
産
の
結
果
は
悪
い
。

労
働
力
、
家
畜
、
経
営
用
．
居
住
用
建
物
は
、
こ
の
残
余
地
に
は
も
と
　
　
　
旧
家
畜
頭
数
は
、
さ
き
に
み
た
よ
う
に
、
郡
平
均
以
下
で
あ
る
。

も
と
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｖ
Ｅ
Ｇ
や
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
家
畜
頭
数
を
ま
ず
増
加
さ
せ
る
と
い
う
課
題
が
あ

　
向
　
主
と
し
て
一
九
四
八
年
か
ら
一
九
五
三
年
の
時
期
に
、
シ
ュ
ト
　
　
っ
て
、
６
Ｌ
Ｂ
に
必
要
な
若
い
家
畜
を
あ
た
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
か
ら
も
、
様
々
の
大
農
が
Ｄ
Ｄ
Ｒ
を
立
ち
去
っ
た
。
一
　
　
た
。
そ
の
上
に
、
畜
舎
、
飼
料
、
労
働
力
が
不
足
し
て
い
る
。
さ
ら
に

定
数
の
勤
労
農
民
も
同
様
の
問
違
っ
た
決
断
を
し
た
。
経
営
の
放
棄
に
　
　
農
業
労
働
老
に
は
家
畜
飼
養
に
必
要
な
経
験
が
不
足
し
て
い
る
。
家
畜

よ
っ
て
そ
の
土
地
が
休
閑
地
と
た
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
土
地
が
　
　
の
生
産
性
も
郡
平
均
以
下
で
あ
る
。

、
Ｏ
Ｌ
Ｂ
に
付
加
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
植
物
生
産
の
面
で
も
６
Ｌ
Ｂ
は
郡
平
均
以
下
で
あ
る
。
一
九
五

　
〇
　
個
人
農
が
病
気
や
老
令
の
た
め
、
そ
の
経
営
を
も
は
や
続
け
る
　
　
六
年
の
平
均
で
、
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
穀
物
で
一
七
・
五
ド
ッ
ベ
ル
ツ
ェ

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
、
同
様
の
結
果
が
生
ま
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
ン
ト
ナ
ー
、
馬
鈴
薯
で
一
二
五
ド
ッ
ペ
ル
ッ
ェ
ソ
ト
ナ
ー
、
甜
菜
で
一

　
６
Ｌ
Ｂ
は
、
っ
ま
る
と
こ
ろ
、
人
の
い
な
い
土
地
を
放
っ
た
ら
か
し
　
　
八
五
ド
ヅ
ペ
ル
ツ
ェ
ソ
ト
ナ
ー
で
あ
る
。

て
お
か
な
い
で
経
営
す
る
た
め
の
一
時
的
便
法
で
あ
る
。
結
局
は
、
す
　
　
　
一
九
五
三
年
か
ら
一
九
五
六
年
に
か
げ
て
二
一
の
Ｌ
Ｐ
Ｇ
が
以
前
の

　
　
　
　
東
ド
ィ
ツ
に
お
げ
る
民
主
的
土
地
改
革
と
農
業
の
杜
会
主
義
化
ｏ
（
大
藪
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
九
　
（
二
五
三
）
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６
Ｌ
Ｂ
か
ら
発
生
し
た
。
－
勺
○
ｃ
Ｏ
ｏ
９
き
８
〆
オ
ォ
昌
胃
一
団
§
箒
Ｈ
◎
考

の
よ
う
な
、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
、
今
日
で
は
郡
内
で
最
も
進
歩

し
た
Ｌ
Ｐ
Ｇ
に
た
っ
て
い
る
。
－
勺
○
弓
篶
一
Ｕ
ｏ
ｂ
◎
幸
一
考
◎
巨
晶
斤
の
よ

う
な
他
の
経
営
は
、
大
き
な
困
難
と
た
た
か
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

す
べ
て
の
Ｏ
Ｌ
Ｂ
の
た
め
に
。
、
科
学
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
、
全
面
的
に
。

考
え
ら
れ
た
発
展
計
画
が
樹
立
さ
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
た
い
。
そ
の
中
に

は
、
短
期
間
の
う
ち
に
、
そ
れ
を
Ｌ
Ｐ
Ｇ
や
Ｖ
Ｅ
Ｇ
に
変
え
る
施
策
も

含
ん
で
い
た
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

農
業
労
働
者
の
状
態
の
変
化

　
一
九
四
五
年
以
来
、
東
ド
イ
ツ
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
杜
会
的
変
革

は
、
も
ち
ろ
ん
農
業
労
働
者
の
杜
会
状
態
を
も
根
本
的
に
変
化
さ
せ
た
。

　
多
数
の
農
業
労
働
者
は
、
民
主
的
土
地
改
革
に
よ
っ
て
土
地
を
手
に
、

入
れ
、
自
立
的
な
勤
労
農
民
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
農
業
労
働
者
に
と

ど
ま
っ
た
も
の
は
、
い
ま
や
Ｖ
Ｅ
Ｇ
で
働
い
た
。
だ
が
、
私
的
経
営
の

農
業
労
働
者
に
と
っ
て
も
、
無
権
利
と
不
安
定
の
時
代
は
去
っ
た
。
一

九
四
五
年
一
一
月
二
七
日
の
ソ
連
軍
管
理
局
命
令
一
五
〇
号
に
始
ま
り
、

一
九
四
九
年
一
二
月
一
二
目
の
農
業
労
働
者
保
護
法
に
い
た
る
一
運
の

法
律
が
、
す
べ
て
の
農
業
労
働
者
に
、
よ
り
よ
い
労
働
条
件
を
も
た
ら

二
二
〇

）日
１
０月ユ年

５
６

１
９（率賃の老働労産生のＧＥＶ表

２
４第

働

働
労

係

労
る

械

働
い
あ

機

労
し
任

は
係

容

重
か
責

た
機

き
っ
き

ま
穀

如
む
如

係
脱

内

の

の

の

機
る

鍛
ど
作

穀
あ

運
な
操

脱
の

の

働
の
転
の

る
任

働
労
尿
運
械
転
う
責

労
る
糞

，
機
運
し
の

事

純
す
や
作
業
と
作
別

単
用
塊
操
農
作
操
特

の
使
土
，

，
操

，

等

仕

で
を

，

引
布
の
し
理

地
具
み
牽
撒

－

置
修

耕
用
込
の
手
タ
装
小

と
な
積
利
牛
の
ク
を
や

内
単
肥
気
料
ラ
械
搬

屋
簡
堆
蒸
肥
ト
機
運

銀賃

欝
２
８
４
０
８
８
６
０

９

９
Ｏ
■

１

１

２

４

７

０
．
０
・

■
　
　
　
　
　
　
　
●

１

１

１

１

１

１

付給銀
賃
Ｍ
０
８

３
８

０
９

６
９

３
０

１
１

７
２

８
４

問
Ｄ
０
・

０
・

０
。

■
　
　
　
　
　
　
●

Ｏ

１

１

１

１

時

Ｉ
Ｉ
皿
Ｗ
Ｖ
Ｍ
Ｗ
Ｗ

（
二
五
四
）

し
た
。
一
九
四
六
年
に

は
、
農
業
に
お
い
て
最

初
の
賃
率
協
定
が
締
結

さ
れ
、
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ

ル
ク
郡
の
人
民
所
有
農

場
に
も
適
用
さ
れ
た
。

　
Ｖ
Ｅ
Ｇ
の
労
働
諾
条

件
の
改
善
に
つ
い
て
述

べ
る
と
。

　
倒
賃
銀

　
一
九
五
六
年
現
在
の

賃
率
は
第
二
四
表
の
と

お
り
で
あ
る
。

　
畜
産
の
労
働
者
に
も

同
様
の
賃
率
表
が
つ
く

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

が
ユ
ン
カ
ー
時
代
に
く

ら
べ
て
は
る
か
に
よ
く

な
っ
て
い
る
こ
と
は
明

｛



率給支品糧食り当日一表
２
５第

晶
製
麦

ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
０
８
５
５
［
ｏ
５
４

ー
ン
ぐ
ノ

ｇ
５
０
０
０
０
０
７
‘
Ｏ
０
５
０
０
５
３
３
３
４
４

↓
ク
ル
、
、
、

１

一
１
％
Ｘ
％
一

１
－
タ
、
＼
ノ

ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
５
４
４
４
３
３

ト
ツ
ヘ

ｇ
２
５
一
一
一
１
０
１
５

１
肉

、
分
区

者
供
供
供
供
員
一
∴
竺
一
ぷ
常
１
１
５
９
労

ら
か
で
あ
る
。
婦
人
に
ー
た
い
し
て
は
、

同
一
労
働
同
一
賃
銀
の
原
則
が
適
用

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
村
々
で
は

幼
稚
園
、
託
児
所
、
洗
濯
場
等
の
建

設
に
よ
っ
て
農
業
労
働
者
や
農
民
の

妻
の
生
活
を
容
易
に
す
る
こ
と
が
始

め
ら
れ
て
い
る
。

向
食
糧
の
給
付

　
す
べ
て
の
就
業
者
と
そ
の
三
人
ま

で
の
非
就
業
家
族
員
は
、
調
達
価
格

を
支
払
っ
て
第
二
五
表
の
よ
う
な
支

給
率
で
食
糧
を
受
取
る
。

　
食
用
馬
鈴
薯
は
す
べ
て
の
受
給
権

者
に
月
二
五
キ
ロ
あ
た
え
ら
れ
る
。

と
く
に
。
健
康
に
よ
く
な
い
仕
事
に
従

事
す
る
労
働
者
や
妊
産
掃
に
は
、
追

加
の
食
糧
が
支
給
さ
れ
る
。
そ
の
ほ

か
に
受
給
権
者
は
砂
糖
の
割
当
を
小

売
価
格
で
受
取
っ
た
。

り当間時１り当月ユ分一
区 ＭＤｇ０

０
・

ＭＤ４１
０
・

ＭＤ
１
９

０
・

ＭＤ４２

０
．

ＭＤ２７

８
・

１

ＭＤ２ユ

９
・

２

ＭＤ２７

９
．

３

ＭＤ２３

０
．

５

者
者
者
者

　
婚
婚
婚

　
既
既
既

　
い
の
の

身
な
人
人

　
の
１
２

　
供
供
供

独
子
子
子

東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
民
主
的
土
地
改
革
と
農
喋
の
杜
会
主
義
化
ｏ
（
大
藪
）

　
６
つ
　
常
用
労
働
老
は
、

ら
ぼ
、
世
帯
毎
に
六
二
五
平
方
米
の
園
地
を
個
人
用
と
し
て
受
げ
取
る
。

労
働
者
の
希
望
に
１
よ
っ
て
、
果
樹
が
植
え
ら
れ
る
。
そ
の
果
実
は
Ｖ
Ｅ

Ｇ
の
所
有
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
働
い
て
い
る
問
は
農
業
労
働
者
が
無
料

で
使
用
で
き
る
。

　
帥
　
独
身
の
農
業
労
働
者
も
、
そ
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
、
鍵
っ
き
、

暖
房
つ
き
の
部
屋
、
ま
た
は
共
同
住
宅
を
も
っ
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
住
宅
問
題
は
な
お
多
く
の
困
難
を
か
か
え
て
い
て
、
住
宅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
一
　
（
二
五
五
）

　
調
達
価
格
と
小
売
価
格
と
の
差
額
は
農
業
労

働
者
の
所
得
増
に
な
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
月

当
り
と
一
時
問
当
り
（
月
二
〇
八
時
問
働
く
と
し

て
）
で
は
上
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
○
住
宅

　
～
　
家
族
を
も
つ
す
べ
て
の
常
用
労
働
者
は

賃
率
協
定
に
。
よ
っ
て
、
そ
の
地
域
の
普
通
の
家

賃
を
支
払
っ
て
、
適
当
な
住
居
を
借
り
る
。
住

屠
の
た
め
に
は
、
特
別
の
賃
借
契
約
を
締
結
し

た
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
家
賃
は

賃
銀
の
一
部
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
自
分
の
土
地
や
小
作
地
を
持
っ
て
い
た
い
な
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不
足
を
出
来
る
だ
け
早
く
克
服
す
る
こ
と
が
、
緊
急
の
必
要
事
で
あ
る
。

　
ゆ
　
有
給
休
暇
、
疾
病
給
付

　
一
九
四
九
年
の
農
業
労
働
者
保
護
法
に
は
、
年
に
二
一
目
の
有
給
休

暇
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
若
者
と
健
康
に
よ
く
な
い
仕
事
に
従
事
す
る

労
働
者
は
、
二
一
日
か
ら
二
四
日
の
有
給
休
暇
を
得
る
。

　
事
故
に
よ
っ
て
労
働
不
能
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
賃
銀
補
償
が
支
払

わ
れ
、
再
び
労
働
可
能
に
な
る
ま
で
、
ま
た
は
労
働
不
能
と
認
め
ら
れ

る
ま
で
継
続
さ
れ
る
。
病
気
に
よ
る
労
働
不
能
の
場
合
に
は
、
最
初
の

日
か
ら
疾
病
保
険
が
支
払
わ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
六
週
問
ま
で
の
労

賃
補
償
が
経
営
か
ら
支
払
わ
れ
る
。

　
○
　
職
業
の
可
能
性

　
一
九
四
五
年
以
前
に
は
農
業
の
専
門
職
は
、
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
で
は

非
常
に
ま
れ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
存
在
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
そ
れ
は
認

可
を
受
け
た
教
育
経
営
（
た
い
て
い
は
大
農
経
営
）
に
お
い
て
、
　
二
～
三

年
の
修
業
期
問
で
修
得
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
羊
飼
い
、
搾
乳
夫
、
養
蜂
・

家
、
家
禽
飼
育
人
と
し
て
の
専
門
教
育
が
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
同

様
に
二
～
三
年
を
要
し
た
。
大
農
場
に
は
農
場
管
理
人
に
な
る
か
、
ま

た
は
父
の
騎
士
農
場
を
経
営
す
る
た
め
に
、
後
に
大
学
に
入
ろ
う
と
す

る
生
徒
が
い
た
。
農
業
冬
期
学
校
で
は
、
二
年
の
修
業
の
後
に
職
人
試

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
二
　
（
二
五
六
）

験
が
な
さ
れ
た
。
最
後
に
た
お
、
「
国
家
試
験
に
ー
よ
る
農
業
者
」
で
終
了

す
る
、
農
業
に
お
げ
る
中
問
的
経
路
も
存
在
し
た
。
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク

郡
の
区
域
内
は
、
一
九
四
五
年
ま
で
は
、
た
い
て
い
一
人
の
見
習
を
持

っ
た
少
数
の
農
業
教
育
経
営
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
。
農
業
専
門
職
の

た
め
の
比
較
的
大
き
な
教
育
所
も
農
業
職
業
学
校
も
存
在
し
な
か
っ
た
。

　
一
九
四
五
／
四
六
年
に
、
人
々
は
農
業
教
育
所
を
ま
す
ま
す
拡
大
し
、

新
し
い
も
の
を
つ
く
り
始
め
た
。
一
九
四
六
年
に
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク

と
ヴ
ォ
ル
デ
ッ
ク
に
農
業
職
業
学
校
が
開
か
れ
た
。
一
九
四
九
年
に

く
向
○
■
ｏ
冒
巨
と
団
昌
巨
に
各
二
〇
人
の
定
員
を
も
つ
最
初
の
中
央

教
育
所
が
開
か
れ
た
。
そ
の
後
、
そ
れ
に
９
◎
甲
く
阜
ｓ
考
が
加
わ

り
、
一
〇
四
人
の
定
員
に
増
加
さ
れ
た
。
約
六
〇
人
の
ト
ラ
ク
タ
ー
運

転
手
見
習
が
Ｍ
Ｔ
Ｓ
で
教
育
さ
れ
た
。
若
干
は
私
経
営
で
も
教
育
さ
れ
、

Ｌ
Ｐ
Ｇ
で
も
見
習
の
教
育
が
始
め
ら
れ
て
い
る
。
一
九
五
〇
年
か
ら
一

九
五
六
年
に
ニ
ハ
○
人
の
農
業
幹
部
が
教
育
さ
れ
、
約
ニ
ハ
○
人
の
農

業
幹
都
が
外
部
か
ら
郡
内
に
や
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
四
二
〇
人
の
熟
練

労
働
者
や
専
門
家
は
、
郡
の
農
業
に
と
っ
て
大
き
な
助
け
に
な
っ
て
い

る
。
以
前
に
は
未
熟
練
旦
雇
労
働
者
が
普
通
で
あ
っ
た
の
に
、
今
日
で

は
わ
が
農
業
に
二
〇
の
相
異
な
る
専
門
職
が
存
在
す
る
。

　
農
業
職
業
教
育
に
１
お
い
て
な
お
欠
陥
が
存
在
す
る
こ
と
を
見
す
ご
す



こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
そ
れ
に
。
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
主
的
土
地
改
革
以

後
の
最
初
の
二
一
年
問
に
、
農
業
労
働
者
の
状
態
に
。
生
じ
た
重
要
な
変

化
は
明
ら
か
で
あ
る
。
抑
圧
さ
れ
、
搾
取
さ
れ
て
い
た
農
業
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
か
ら
、
自
由
で
、
共
同
決
定
権
の
あ
る
農
業
労
働
者
に
な
っ
た
。

か
れ
ら
の
生
活
は
よ
り
容
易
に
次
っ
た
。
す
べ
て
の
農
業
労
働
者
は
、

か
れ
の
経
済
状
態
を
た
え
ず
高
め
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
。
よ
り
高

い
資
格
へ
の
道
も
す
べ
て
の
農
業
労
働
者
に
開
か
れ
て
い
る
。

農
業
に
お
け
る
労
働
力
の
状
態

者働労産生り当
ａｈ０

１
０

表
２
６第

）１３

２
一

１

６
・

５９１（
当
力
ａ
働

０
ｈ
労

１
０
り力働労用常

地
積
用
面
農
総営経

６

３
一

１

２

３
・

ユ

“

７６９

５７７

１９５

ａｈ
４９０７

７７８５

５１６，７

ＧＥＶ

ＧＰＬ

ＢＬ
一
〇

３

１
一

１３３３，２６８５，０２計合

　
戦
前
の
ユ
ン
カ
ー
経
営
や
国
営
農

場
で
は
、
平
均
し
て
春
先
か
ら
晩
秋

ま
で
、
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
一

六
・
四
人
の
労
働
者
が
働
い
て
い
た

こ
と
は
す
で
に
み
た
と
お
り
で
あ
る
。

今
目
、
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
の
Ｖ

Ｅ
Ｇ
や
Ｌ
Ｐ
Ｇ
ヤ
Ｏ
Ｌ
Ｂ
の
労
働

力
数
は
極
め
て
少
な
い
。
そ
れ
は
第

二
六
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
Ｍ
Ｔ
Ｓ
に
集
中
し
て
い
る
労
働
節

東
ド
イ
ツ
に
お
げ
る
民
主
的
土
地
改
革
と
農
業
の
杜
会
主
義
化
ｏ
（
大
藪
）

約
的
技
術
を
考
慮
し
て
さ
え
も
、
Ｖ
Ｅ
Ｇ
，
Ｌ
Ｐ
Ｇ
，
６
Ｌ
Ｂ
の
労
働

力
数
は
、
以
前
の
ユ
ソ
カ
ー
農
場
の
そ
れ
以
下
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え

て
、
全
栽
培
面
積
に
。
対
す
る
籍
耕
作
物
の
割
合
は
、
今
目
で
は
一
九
四

五
年
以
前
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
い
。
し
た
が
っ
て
、
労
働
力
の
状
態

は
さ
ら
に
ひ
っ
迫
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡

の
農
業
の
杜
会
主
義
的
セ
ク
タ
ー
に
お
け
る
最
も
困
難
な
問
題
に
直
面

す
る
。

　
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
で
は
、
今
日
戦
前
よ
り
も
七
、
○
○
○
～
八
、

○
○
○
人
多
く
の
人
が
生
活
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
全
体
と
し
て
労
働

力
の
著
し
い
増
加
を
意
味
す
る
。
し
か
し
移
住
者
は
た
い
て
い
、
新
設

農
民
地
を
引
き
受
け
、
そ
れ
を
か
れ
ら
は
、
大
部
分
今
日
も
な
お
自
立

的
農
民
と
し
て
経
営
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
移
住
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
た
人
口
増
加
は
、
主
と
し
て
個
人
農
経
常
の
中
に
か
く
れ
て
い
る
。

農
業
の
私
的
セ
ク
タ
ー
に
お
け
る
農
用
地
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
の

労
働
力
数
は
二
七
人
で
、
杜
会
主
義
的
セ
ク
タ
ー
に
お
け
る
よ
り
も
二

倍
以
上
多
い
。
こ
の
労
働
力
数
の
高
さ
が
、
杜
会
主
義
的
経
営
に
対
し

て
個
人
農
経
営
が
し
ぼ
し
ぼ
よ
い
成
果
を
あ
げ
た
理
由
で
あ
る
。
高
い

収
入
は
、
様
々
の
個
人
農
に
，
、
労
働
が
集
中
し
た
時
期
に
は
一
時
的
に
ー
、

ｙ
Ｅ
Ｇ
そ
の
他
が
払
え
る
よ
り
も
高
い
対
価
で
他
人
労
働
者
を
雇
う
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
二
　
（
二
五
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
二
号
）

と
を
可
能
に
す
る
。
そ
れ
に
対
す
る
有
効
な
コ
ソ
ト
ロ
ー
ル
は
、
個
人

農
の
場
合
に
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
他
方
で
は
、
個
人

農
は
、
か
れ
ら
が
年
老
い
、
子
供
達
が
都
市
に
仕
事
を
求
め
た
場
合
に

は
、
作
業
を
終
え
る
こ
と
が
困
難
で
も
あ
る
。

　
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
の
杜
会
主
義
的
セ
ク
タ
ー
に
お
け
る
労
働
力

の
状
態
は
、
個
人
農
を
そ
の
家
族
と
一
緒
に
Ｌ
Ｐ
Ｇ
へ
加
入
さ
せ
ら
れ

る
だ
け
改
善
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
現
在
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル

ク
で
農
業
に
従
事
し
て
い
る
者
を
、
郡
内
の
総
農
用
地
面
積
と
対
比
す

る
と
、
農
用
地
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
二
二
人
の
労
働
力
と
い
う
数

字
が
出
る
が
、
こ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
点
で
妥
当
な
割
合
で
あ
る
。
個
人
農

が
自
由
意
志
に
基
づ
い
て
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
組
合
員
に
。
な
る
場
合
を
仮
定
す
れ

ば
、
個
人
農
経
営
に
お
け
る
よ
り
も
は
る
か
に
有
利
た
、
近
代
的
技
術

と
科
学
的
知
識
の
適
用
に
対
す
る
前
提
が
あ
た
え
ら
れ
、
労
働
生
産
性

は
極
め
て
高
く
、
労
働
力
の
状
態
は
は
る
か
に
有
利
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
ゆ
え
、
労
働
力
問
題
の
解
決
に
関
し
て
も
、
農
業
の
杜
会
主
義
的

変
革
を
考
え
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
労
働
力
問
題
の
こ
う
し
た
見
透
し
に
た
い
し
て
、
農
業
に
お
げ
る
労

働
力
減
少
の
傾
向
は
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
第
二
七
表
は
五
つ
の
村
の

農
業
就
業
者
の
動
向
を
し
ら
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
一
九
四

向動の者業就業農の村のつ５表
２
７第

１７

ｏ
ｏ
１
４
ｏ
ｏ
４

５

１
６
４
５
０

７

６

つ
＾
ー
ユ
ー
↓
１
■

５

７

９１ユ１

４
６
０
８
３

１

０
７
３
１
３

６

３

り
＾
ユ
ー
ｎ
６
１
■

８

５９１１７

Ｏ
０
３
０
６

９

０
８
４
０
４

６

９

２
１
１
２
ユ

８

４９１名

一
洛
計

村

合

た
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
五
六
年
に
上
の
五
つ
の
村
で
一

婦
人
が
労
働
能
力
が
あ
、
っ
て
も
農
業
で
働
い
て
い
な
い
。

つ
に
は
村
で
老
人
の
数
が
ふ
え
た
結
果
で
も
あ
り
、

に
や
っ
て
き
た
人
々
の
中
に
は
家
事
以
外
に
婦
人
が
働
く
習
慣
の
な
い

場
合
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
近
年
農
業
労
働
者
所
得
が
向
上
し
た
た
め
で

も
あ
る
。

　
旧
　
職
員
層
へ
の
流
出

　
五
つ
の
村
の
調
査
で
は
、
職
員
に
た
る
も
の
の
数
が
年
々
ふ
え
て
お

り
、
そ
れ
は
一
九
四
九
年
に
三
九
人
、
一
九
五
三
年
に
六
七
人
、
一
九

二
二
四
　
（
二
五
八
）

九
年
か
ら
一
九
五
六
年
の
七
年
間

に
九
四
人
１
－
一
〇
・
四
％
の
減
少

、
が
み
ら
れ
る
。

　
こ
の
原
因
と
し
て
は
次
の
よ
う

な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
倒
　
労
働
能
力
は
あ
る
が
農
業

部
門
で
就
業
し
て
い
な
い
婦
人

　
一
九
四
五
年
以
前
に
は
、
村
に

は
労
働
能
力
が
あ
っ
て
農
業
に
就

業
し
て
い
な
い
よ
う
な
婦
人
は
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
は
、
一

　
　
　
　
　
　
ま
た
、
新
し
く
村



五
六
年
に
九
九
人
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
警
察
や
軍
隊
に
志
願

し
た
若
者
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
が
、
主
要
な
部
分
は
協
同
組
合
や
杜
会

的
、
国
家
的
組
織
の
職
員
で
あ
る
。
そ
し
て
農
業
労
働
力
の
減
少
の
四

〇
～
五
〇
劣
は
職
員
層
へ
の
流
出
で
あ
る
。

　
○
　
農
村
青
年
の
職
業
選
択

　
学
業
終
了
後
、
農
業
を
職
業
と
す
る
青
年
の
割
合
は
最
近
減
少
し
て

い
る
。
ぺ
ー
タ
ｉ
ス
ド
ル
フ
村
の
調
査
で
は
、
ニ
ハ
才
の
青
年
に
つ
い

て
、
　
一
九
四
九
年
に
は
一
〇
人
中
九
人
（
九
〇
％
）
が
農
業
に
就
業
し

た
が
、
　
一
九
五
六
年
に
は
一
九
人
中
一
一
人
（
五
八
％
）
と
大
巾
に
減

少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
青
年
と
そ
の
両
親
が
、
近
代
的
農
業
の
将
来

と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
十
分
確
信
を
持
ち
え
な
い
で
い
る
こ
と
の
一
つ

の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。

　
ゆ
　
「
共
和
国
逃
亡
」
の
問
題

　
過
去
に
農
民
が
、
た
い
て
い
は
大
農
が
、
共
和
国
の
領
域
を
立
ち
去

っ
た
こ
と
は
秘
密
で
は
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
普
通
、
経
済
的
性
格
の

も
の
で
あ
っ
た
が
、
し
ぼ
し
ぼ
国
家
機
関
の
過
度
の
施
策
が
そ
の
動
因

を
あ
た
え
た
。
と
に
か
く
、
三
つ
の
事
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

．
○
い
　
Ｄ
Ｄ
Ｒ
の
地
域
を
立
ち
去
っ
た
大
農
に
も
、
わ
が
政
府
に
よ
っ

て
復
帰
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
。
か
れ
ら
は
、
農
民
所
有
地
を
引
き

東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
民
主
的
土
地
改
革
と
農
業
の
杜
会
主
義
化
ｏ

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
か
れ
ら
が
望
む
他
の
仕
事
と
、
よ
い

生
活
を
手
に
入
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
仁
Ｄ
　
大
農
も
ま
た
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
組
合
員
に
１
な
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
っ
い
て
Ｗ
・
ウ
ル
プ
リ
ヒ
ト
は
Ｓ
Ｅ
Ｄ
の
第
三
回
党
大
会
で
次

の
よ
う
に
１
説
明
し
た
。
「
わ
れ
わ
れ
は
ま
た
”
大
農
に
対
す
る
闘
争
〃
を
、

大
農
を
清
掃
す
る
意
味
で
述
べ
は
し
な
か
っ
た
。
そ
う
で
は
な
く
て
、

わ
が
国
で
は
す
べ
て
の
農
民
は
未
来
を
持
っ
て
い
る
と
説
明
し
た
。
そ

れ
ゆ
え
に
、
Ｄ
Ｄ
Ｒ
の
新
建
設
に
協
力
し
よ
う
と
し
て
い
る
大
農
に
は

」
Ｐ
Ｇ
の
組
合
員
に
た
る
可
能
性
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
ま
で
に

約
二
、
○
○
○
人
の
大
農
が
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
組
合
員
に
な
っ
て
お
り
、
大
多

数
の
場
合
、
か
れ
ら
の
専
門
的
知
識
に
よ
っ
て
Ｌ
Ｐ
Ｇ
を
援
助
し
よ
う

と
努
力
し
て
い
る
」
と
。

　
Ｏ
Ｏ
　
Ｓ
Ｅ
Ｄ
の
第
二
八
回
中
央
委
員
会
総
会
に
も
と
づ
い
て
行
な
わ

れ
た
施
策
に
よ
っ
て
、
個
人
農
に
は
重
要
な
便
宣
が
あ
た
え
ら
れ
た

（
有
利
た
Ｍ
Ｔ
Ｓ
料
率
や
供
出
の
猶
予
や
取
消
）
。
そ
れ
は
、
困
難
や
不
十
分

さ
を
急
速
に
克
服
し
、
す
べ
て
の
農
民
に
、
Ｄ
Ｄ
Ｒ
は
か
れ
の
真
の
祖

国
で
あ
る
と
い
う
確
信
を
あ
た
え
る
の
を
助
け
る
で
あ
ろ
う
。

　
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
で
は
、
工
業
労
働
者
が
非
常
に
不
足
し
て
い

る
が
、
そ
れ
に
労
働
力
一
般
の
不
足
が
加
わ
り
、
杜
会
主
義
の
建
設
を

（
大
藪
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
五
　
（
二
五
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
二
号
）

困
難
に
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
九
五
三
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
工
業

労
働
者
が
農
村
へ
」
の
活
動
は
大
き
な
援
助
に
な
る
。

　
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
参
事
会
は
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
市
参
事
会
と

友
好
協
定
を
結
ん
だ
ガ
、
工
業
か
ら
有
能
な
幹
部
を
送
る
こ
と
は
そ
の

重
要
な
部
分
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
ド
レ
ス
デ
ン
県
か
ら
工
業
労
働

者
が
や
っ
て
く
る
。
一
九
五
三
年
と
五
四
年
に
は
十
分
慎
重
に
選
抜
さ

れ
な
か
っ
た
の
で
、
非
常
に
多
く
の
も
の
が
送
り
返
さ
れ
た
り
、
自
か

ら
帰
っ
た
り
し
た
が
、
一
九
五
五
年
～
五
六
年
に
は
事
態
は
大
い
に
改

善
さ
れ
て
お
り
、
一
九
五
六
年
に
来
た
二
二
二
人
の
う
ち
、
年
末
ま
で

に
帰
っ
た
の
は
二
三
人
だ
が
、
こ
の
二
二
二
人
の
う
ち
、
八
五
人
が
Ｌ

Ｐ
Ｇ
に
、
四
〇
人
が
Ｍ
Ｔ
Ｓ
に
、
六
一
人
が
Ｖ
Ｅ
Ｇ
に
、
三
三
人
が
６

Ｌ
Ｂ
に
働
い
て
お
り
、
三
人
が
国
家
機
関
に
い
た
。
住
宅
事
情
そ
の
他

の
改
善
に
よ
っ
て
受
入
れ
体
制
を
固
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
お
　
わ
　
り
　
に

　
以
上
で
も
っ
て
、
民
主
的
土
地
改
革
以
後
の
最
初
の
一
〇
年
間
に
お

け
る
農
業
の
発
展
に
つ
い
て
の
研
究
を
終
え
る
こ
と
に
す
る
。
わ
れ
わ

れ
は
、
勤
労
農
民
、
農
業
労
働
者
が
、
労
働
者
階
級
の
政
党
の
指
導
の
．

下
に
、
そ
れ
と
固
く
結
合
し
て
、
土
地
の
主
人
公
に
な
っ
た
歴
史
的
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
ニ
ハ
（
二
六
〇
）

革
を
叙
述
し
た
。
さ
ら
に
、
如
何
に
し
て
、
か
れ
ら
の
多
く
が
、
白
己

の
努
力
と
労
働
老
１
１
農
民
国
家
の
支
援
に
よ
っ
て
裕
福
に
な
っ
た
か
を

示
し
た
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
、
近
代
的
技
術
と
科
学
的
知
識
の
適

用
を
限
界
づ
け
る
個
人
農
経
営
の
制
限
性
を
も
指
摘
し
た
。
個
人
農
を
、

一
歩
一
歩
、
自
由
意
志
に
基
づ
い
て
、
新
し
い
杜
会
主
義
的
大
生
産
に

ひ
き
入
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
忍
耐
、
真
の
説
得
、
正

し
い
経
済
的
手
段
を
必
要
と
す
る
。
す
で
に
存
在
す
る
Ｌ
Ｐ
Ｇ
は
、
あ

ら
ゆ
る
点
で
、
個
人
農
に
た
い
す
る
模
範
に
た
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
個
人
農
が
杜
会
主
義
的
農
業
の
道
に
移
行
す
る
錯
綜
し

た
過
程
か
ら
、
い
く
つ
か
の
問
題
を
と
り
出
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
際
、

Ｍ
Ｔ
Ｓ
と
地
域
の
国
家
機
関
の
特
別
の
役
割
を
指
摘
し
た
。
た
し
か
に
、

シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
に
は
、
ま
だ
果
す
べ
き
大
き
た
仕
事
が
残
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
郡
に
お
い
て
も
杜
会
主
義
建
設
の
目
的
は
達
せ

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
明
確
に
す
る
の
を
助
け
、
正
し
い
道
を
歩

む
の
に
協
力
す
る
こ
と
。
こ
れ
が
、
わ
が
研
究
集
団
が
自
か
ら
に
課
し

た
最
も
重
要
た
課
題
で
あ
る
。

　
〔
訂
正
〕
前
号
八
九
頁
の
図
で
、
ノ
イ
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
郡
が
太
線
で

　
　
囲
ん
で
あ
る
の
は
誤
り
で
、
そ
の
隣
の
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
を
太
線

　
　
で
囲
む
べ
き
で
あ
る
。


